
クラス I、区分 I 危険場所用自動静電ガン、グループ D スプレー材料使用、 グループ IIA スプ
レー材料使用、グループ II、ゾーン 1 爆発性雰囲気用自動静電ガン。

一般目的では使用しないでください。

最大エアインレット圧力 100 psi (0.7MPa、 7bar)
最大使用液体圧力、100 psi（0.7 MPa、7 bar)

重要な安全上の指示
機器を使用する前に、本説明書内のすべ
ての警告と指示をお読みください。説明
書は保管してください。
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モデル
すべてのモデルが 1.5 mm ノズル装備

承認

関連説明書

部品番号 kV ディスプレイ コーティング マニホールド取り付け台
LA1M10 85 スマート 標準 後部
LA1M16 85 スマート 静電高伝導 / 高摩耗 後部
LA1T10 85 標準 標準 後部
LA1T16 85 標準 静電高伝導 / 高摩耗 後部
LA2M10 85 スマート 標準 下側
LA2M16 85 スマート 静電高伝導 / 高摩耗 下側
LA2T10 85 標準 標準 下側
LA2T16 85 標準 静電高伝導 / 高摩耗 下側

0.24 mJ
FM14ATEX0081
EN 50050-1
Ta 0°C-50°C

2575

説明書番号 説明
332989 指示 - Pro Xp Auto 制御モジュールの取り付け
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警告
次の警告は、この装置の設定、使用、接地、メンテナンスと修理に関するものです。感嘆符のシンボルは一般的な
警告を意味し、危険シンボルは手順特有の危険性を知らせます。これらの記号が、本説明書の本文または警告ラベ
ルに表示されている場合には、これらの警告を参照してください。このセクションにおいて扱われていない製品固
有の危険シンボルおよび警告が、必要に応じて、この取扱説明書の本文に示されている場合があります。

警告
火災、爆発、および感電の危険性
作業場 に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因となることがあ
ります。装置を通って流れている塗料や溶剤は静電スパークの原因となることがあります。火災、爆
発、および感電を避けるため、以下の注意事項に従ってください。
• 静電装置は、訓練を受けた有資格の、本取扱説明書の要求事項を理解している要員のみが使用して

ください。
• すべての装置、作業員、スプレー対象物、および作業場にあるか、その付近にある導電性物体を接

地してください。抵抗が 1 メガオームを超えていてはなりません。接地 の説明を参照してくださ
い。

• Graco の接地済み導電性給気ホースのみを使用してください。
• 導電性で接地されていない限り、ペールライナーを使用しないでください。
• 静電気放電が生じた場合、または感電したと感じた場合 、操作を直ちに停止してください。問題

を特定し、解決するまでは、装置を使用しないでください。
• ガンの抵抗、ホースの抵抗、および電気的接地を毎日確認してください。
• 装置の使用と清掃は、充分に換気された場所で行なってください。
• エアフローが最小の必要な値を確保できない限り、ガンが稼動することを防止するために、ガンへ

の給気装置と液体供給装置をインターロックしてください。
• 装置を洗浄または清掃する際は、できる限り発火点の高い洗浄溶剤を使用してください。
• 洗浄用溶剤を高圧でスプレーしたり洗浄したりしないでください。
• 装置の外側を清掃するには、洗浄溶剤の発火点は少なくとも周囲温度より 5°C (9°F) 高い必要が

あります。非引火性の液体をお勧めします。
• 洗浄、清掃、サービス中は、必ず静電装置をオフにしてください。
• 表示灯やタバコの火、懐中電灯およびプラスチック製シート ( 静電スパークが発生する恐れのある

もの ) などのすべての着火源は取り除いてください。
• 可燃性の蒸気が充満している場所で、電源プラグを抜き差ししたり、照明をオン / オフしたりしな

いでください。
• 溶剤、ボロ布類およびガソリンなどの異物を作業場に置かないでください。
• スプレーする場所は、常にきれいな状態に保ってください。非放電工具を使用して、ブースとハン

ガーにある残留物を清掃します。
• 作業場には消火器を置いてください。

加圧された装置による危険
装置、漏れまたは破裂した構成部品から出た流体は目または皮膚に飛び散り、重傷を負う可能性があ
ります。
• スプレー / 吐出を中止する場合、または装置の洗浄、点検、整備を行う前には、 圧力開放手順 に

従ってください。
• 装置を操作する前に、液体の流れるすべての接続箇所を締めてください。
• ホース、チューブ、およびカップリングを毎日点検してください。摩耗または損傷した部品は直ち

に交換してください。
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装置誤用による危険
誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。
• 疲労状態、薬を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでください。
• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を超えない

ようにしてください。すべての機器説明書の 技術仕様 を参照してください。
• 装置の接液部部品に適合する液体と溶剤を使用してください。すべての機器説明書の 技術仕様 を

参照してください。液体および溶剤製造元の警告も参照してください。使用している化学物質に関
する詳しい情報については、販売代理店または小売店から安全データシート (SDS) を取り寄せて
ください。

• 機器が通電中あるいは加圧中の場合は作業場を離れないでください。
• 装置を使用していない場合は、全ての装置の電源を切断し、 圧力開放手順 に従ってください。
• 毎日、装置を点検してください。製造元純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破損した部品

を直ちに修理または交換してください。
• 装置を改造または変更しないでください。装置を改造または変更すると、認証機関の承認が無効に

なり、安全上の危険が生じる場合があります。
• すべての装置が、それらを使用する環境用に認定され、承認されていることを確認してください。
• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わせくださ

い。
• ホースとケーブルは通路、鋭角のある物、可動部品、高温の装置から離してください。
• ホースをねじったり、過度に曲げたり、ホースを使用して装置を引き寄せたりしないでください。
• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。
• 適用されるすべての安全に関する規制に従ってください。

プラスチック部品の洗浄溶剤の危険
多くの溶剤は、プラスチックの部品の品質を低下させ、故障に至らせる可能性があり、これは重傷事
故または物的損害の原因になることがあります。
• プラスチックの構造部品または加圧部品を洗浄する場合は、部品に適合する溶剤のみを使用するよ

うにしてください。
• 本装置の構造の材料に関しては、すべての機器取扱説明書の 技術的仕様 を参照してください。適

合性に関する情報及び推奨事項については溶剤製造元にお尋ねください。

有毒な液体または気体の危険性
有毒な液体や気体が目に入ったり、皮膚に付着したり、それらを吸い込んだり、飲み込んだりすると、
重傷を負ったり死亡したりする恐れがあります。
• 安全データシート (SDS) を読み、ご使用の液体に特有の危険性について熟知してください。
• 危険な流体は保管用として許可された容器に保管し、廃棄する際には適用されるガイドラインに

従ってください。

個人用保護具
作業場にいるときは、目の怪我、難聴、毒性ガスの吸引、および火傷を含む大怪我から自身を守るた
めに、適切な保護具を身につけてください。この保護具には以下のものが含まれますが、これら以外
のものもあります：
• 保護めがねと聴覚保護。
• 液体および溶剤の製造元が推奨するマスク、保護衣および手袋。

警告
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はじめに

静電エアスプレーガンの動作の仕
組み
自動静電エアスプレーガンの動作は、従来式のエアス
プレーガンとよく似ています。エアキャップから噴霧
化エアとファンエアが噴出します。噴霧化エアは液体
の流れを細かく分けるとともに、液滴のサイズを制御
します。ファンエアはスプレーパターンの形状と幅を
制御します。ファンエアと噴霧化エアは別々に調整す
ることができます。

スプレー機能の操作方法
最小で 60 psi (0.42 MPa、4.2 bar) のエア圧力をガン
のマニフォールドのシリンダーエア の取り付け金具 
(CYL) にかけることにより、ガンのピストンが引き出
されてエアバルブが開き、そのわずか後で流体ニード
ルが開きます。これにより、ガンの引き金を引いたと
きに、適切な量のエアが適切な時間差で送られます。
シリンダーのエアがなくなると、スプリングがピスト
ンを元の位置に戻します。

静電気機能の操作方法
静電気機能を動作させるには、Graco の接地タービン
エアホースを通して、ガンのマニホールドのタービン
エアの取り付け金具 (TA) にエア圧力をかけます。エア
はマニホールド内に入り、電源供給タービンのイン
レットに送られます。エアはタービンを回転させ、内
部の高電圧回路に電力を供給します。液体はスプレー
ガンの電極により電気を帯びます。帯電した流体は、
最も近くにある接地された物体に引き付けられ、その
表面全体を覆い、均等にコーティングします。

ガンの機能とオプション
• ガンの最高電圧設定は 85kV です。

• ガンは往復運動装置と組み合わせて使用するよう
に設計されており、13 mm (1/2 インチ ) のロッ
ドに直接取り付けられるようになっています。追
加のブラケットを使えば、ガンをロボットアーム
に取り付けることができます。

• ガンはクイックディスコネクトが可能なように設
計されており、流体やエアラインを切り離さなく
ても取り外すことができます。

スマートガンの機能
Pro Xp Auto 制御モジュールを組み込んでいるスマー
トガンでは、次のことが可能です。

• スプレー電圧と電流の表示

• ガンの電圧設定の変更

• ガンのタービン速度の表示

• スプレープロファイルの保存

• 装置の故障を PLC に伝える

• 保守トータライザーの表示と設定

• PLC を使用してスプレープロファイルを選択する

詳細については、Pro Xp Auto 制御モジュールの説明
書、332989 を参照してください。
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システムの概要 

代表的なシステムの設置
図 1 は、代表的な静電エアスプレーシステムを示しています。これは実際のシステム設計とは異なります。特定の
ニーズに合ったシステムを設計する点で支援が必要な場合は、Graco 販売代理店にお問い合わせください。

図 1. 代表的なシステムの設置

危険区域非危険区域
*

A ガン
B Graco 接地タービンエアホース
C 噴霧器、ファン、およびシリンダーエア
D エア供給および制御装置
E 液体供給および制御装置
* 危険区域での使用の承認あり

スマートシステムのコンポーネント
F プログラマブルロジック制御装置 (PLC)
G Pro Xp Auto 制御モジュール
H 電源 (24 ボルト )
J バルクヘッド ( オプション )
K 光ファイバ F/O ケーブル
L I/O ケーブル
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ガンの概要

記号

図 2. ガンの概要

A

B

C
D

F

G

H
J

A1

P

TA

K

A2

1

2

CYL

EXH

A エアキャップ
B 液体ノズル
C 押えリング
D シュラウド
F マニホールド / 取り付けブラケット
G タービン
H 電源装置
J 電極

マニホールドの取り付け金具とインジケータ
A1 噴霧化エアインレット取り付け金具
A2 ファンエアインレット取り付け金具
CYL シリンダーエアインレット取り付け金具

1 光ファイバの取り付け金具送信側 
( オプションのスマートモデルのみ )

2 光ファイバの取り付け金具受信側 
( オプションのスマートモデルのみ )

K ES インジケータライト ( 標準モデルのみ )
P 液体供給インレット取り付け金具

TA タービンエアインレットの取り付け金具 
( タービン駆動用 )

EXH 排気アウトレットの取り付け金具
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取り付け

システムの設置

警告サイン 
警告サインを、すべてのオペレーターが簡単に見えて、
読める場所 ( スプレーする場所の中で ) に取り付けま
す。ガンには英文の警告サインが表示されます。

スプレーブースの換気

スプレーブースには、換気システムがなけれなりませ
ん。

エアフローが最小値以下に低下した状態でのガンの稼
動を防止するために、ガン給気・液体供給装置を換気
扇でインターロックしてください。排気速度の要件に
関する地元当局のすべての規定と規制を確認・遵守し
てください。少なくとも年に 1 回は、インターロック
の動作を確認してください。

注 : 最低許容排気速度は 60 ft/ 分 (19 リニアメートル
/ 分 ) です。排気装置の速度が速すぎると、静電システ
ムの稼動効率が低下します。

エアラインアクセサリーの取り付
け
図 3 を参照してください。

1. ガンへの給気を閉じるために、メインエアライン 
(W) にブリード型マスターエアバルブ (L) を取り
付けます。

2. ガンに乾燥した清潔なエアを供給するため、ガン
エアラインにはエアラインフィルター / 水分離器を
取り付けます。汚れと水分によって仕上品の外観
が損なわれたり、ガンの誤作動を引き起こしたり
することがあります。

3. エア供給ラインごとに (B、C、D、E)、ガンへのエ
ア圧力を制御するための吹き出し型エア圧力レ
ギュレーターを取り付けます。

4. ガンを作動させるためのシリンダーエアライン (E) 
にソレノイドバルブを取り付けます (K). ソレノイ
ドバルブにはクイック排気ポートが設けられてい
る必要があります。

5. タービンを作動させるためのソレノイドバルブ (K) 
を取り付けます。

本装置の整備では、適切に作業を実施しないと感電
またはその他の重大な人身事故を引き起こす可能性
のある部品を操作する必要があります。
• 訓練を受けて適切な資格を持っていない場合、本

装置の取り付けとサービスは行わないでくださ
い。

• 設置がクラス I、区分 I、危険区域またはグループ 
II、ゾーン I 爆発性雰囲気の場所における電気機
器の設置に関する国、州および地域の規定に準拠
することを確かめてください。

• 地域の法令に準拠して下さい。

エアフローが必要な基準以上の値を確保できない限
り、ガンを稼働しないようにしてください。ガンの
スプレー、洗浄、清掃時に可燃性あるいは毒性の蒸
気が溜まるのを防止するために、新鮮な空気換気を
してください。エアフローが最小の必要な値を確保
できない限り、ガンが稼動することを防止するため
に、ガンへの給気装置と液体供給装置をインター
ロックしてください。

エアが閉じ込められると、ガンから不意にスプレー
が噴出することがあり、目や皮膚に液体が飛び散る
ような重傷事故の原因となることがあります。ソレ
ノイドがシャットオフしたときにバルブとガンの間
に閉じ込められた t エアを解放できるように、ソレノ
イドバルブ (K) にはクイック排気ポートが設けられ
ている必要があります。
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液体ラインアクセサリーの取り付け
1. ポンプアウトレットに、液体フィルタとドレンバルブを取り付けます。

2. ガンへの液体圧力を制御するために、液体ラインに液体レギュレーターを取り付けます。

図 3 は、代表的な静電エアスプレーシステムを示しています。これは実際のシステム設計とは異なります。特定の
ニーズに合ったシステムを設計する点で支援が必要な場合は、Graco 販売代理店にお問い合わせください。

図 3

図 3. 一般的な設置例

A B C D

E
G

K

M N

タービンエア (TA) は、換気ファンがオンになってい
ない状態で電源が作動することを防ぐために、スプ
レーブースの換気ファンと電気的にインターロック
する必要があります。

非危険区域 危険区域

W

上記の警告を参照

K

L

L
L

マニホールドの背面

A エアホース接地ワイヤ
B Graco 接地タービンエアホース (TA)

C 噴霧化エアホース、5/16 インチ (8mm) 外径 
(A1)

D ファンエアホース、5/16 インチ (8mm) 外径 
(A2)

E シリンダーエアホース、5/32 インチ (4mm) 外径 
(CYL)

G 液体供給ホース、1/4-18 npsm ガン液体インレッ
ト (P)

K ソレノイドバルブ、クイック排気ポートが必要
L ブリード型マスターエアバルブ
M エア圧力レギュレーター
N 大地アース
W メインのエアライン
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ガンの取り付け
図 4 を参照してください。

1. マニホールドの 2 本のセットネジ (29) をゆるめ
て、マニホールド (20) を 13 mm (1/2 インチ ) 
取り付けロッドにスライドします。

2. ガンの位置を合わせて、2 本のセットネジを固定し
ます。

位置決めの精度を上げるために、1/8 インチ (3mm) 
の位置決めピンをブラケットのスロット (NN) に合わ
せ、ロッドの穴を通します。

Pro Xp Auto 制御モジュールの
取り付け
Pro Xp Auto 制御モジュールはスマートモデルを使用
するために必要です。Pro Xp Auto 制御モジュールの
設置方法については、モジュールの取扱説明書 
332989 を参照してください。

エアと液体ラインの接続
図 3 はエアおよび液体ラインの接続の概念図で、 図 5 
はマニホールドの接続を示しています。以下の指示に
従って、エアおよび液体ラインを接続します。

1. Graco の接地エアホース (B) をガンのタービンエ
アインレット (TA) に接続し、大地アース (N) に
つながっているエアホース接地線 (A) に接続しま
す。ガンのタービンエアインレットの取り付け金
具は、間違って他のエアホースをタービンエアイ
ンレットに接続しないように、左周りのネジ山が
切ってあります。

2. ページ 14 ページの説明書に従って、ガンの電気的
な接地をチェックします。

3. 液体ライン (P) を接続する前に、エアでそれにブ
ローし、溶剤で洗浄します。溶剤は、スプレーす
る流体に適合するものを使用してください。

図 4. 取り付け

20

NN

8.00 インチ
(203.2 mm)

2.88 インチ 
(73.2 mm)

ノズルチップの位置

29

感電の危険を減少させるために、タービンエア供給
ホースは接地アースに電気的に接続されている必要
があります。Graco の接地エアホースのみを使用し
てください。
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マニホールドの接続

図 5. マニホールドの接続

A2 A1

CYL

P

TA

1
2

EXH

下部インレット背面入口

P

CYL

EXH

TA

2

1

A1

A2

A1 噴霧化エアインレット取り付け金具 5/16 インチ (8mm ) 外径のチューブを、この取り付け金具とエアサ
プライの間に接続します。

A2 ファンエアインレット取り付け金具 5/16 インチ (8mm) 外径のチューブを、この取り付け金具とエアサ
プライの間に接続します。

CYL シリンダーエアインレット取り付け金具 5/32 インチ (4mm) 外径のチューブを、この取り付け金具とソ
レノイドの間に接続します。操作時の応答をよくするため、可能な限り短いホースを使用してください。

1 光ファイバの取り付け金具送信側 ( オプションのスマートモデルのみ ) Graco の光ファイバーケーブルを
接続します ( ページ 13 ページを参照 )。

2 光ファイバの取り付け金具受信側 ( オプションのスマートモデルのみ ) Graco の光ファイバーケーブルを
接続します ( ページ 13 ページを参照 )。

P 液体供給インレット取り付け金具 1/4 npsm スイベルの取り付け金具をこの取り付け金具と液体供給の間
に接続します。

TA タービンエアインレット取り付け金具 Graco の導電性エアホースを取り付け金具 ( 左ネジ ) とソレノイド
の間に接続します。エアホース接地線を大地アースに接続します。

EXH 排気 タービンの排気を導くために、排気チューブを接続します。最長 3 ft 取り付け金具は 5/16 インチ外
径のチューブ用です。
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光ファイバーケーブルの接続 
( スマートモデルでのみ動作 )
注 : 専用の光ファイバーケーブルだけを使用してくだ
さい。

光ファイバーケーブルを使用すれば、ガンは Pro Xp 
Auto 制御モジュールと通信できます。

ガン 1 台のシステム用

1. ガン 1 マニホールドの ポート 1 を、制御モジュー
ルのポート 1 に接続します。

2. ガン 1 マニホールドの ポート 2 を、制御モジュー
ルのポート 2 に接続します。

ガン 2 台のシステム用

1. ガン 2 マニホールドの ポート 1 を、制御モジュー
ルのポート 5 に接続します。

2. ガン 2 マニホールドの ポート 2 を、制御モジュー
ルのポート 6 に接続します。

図 6. 光ファイバーの接続

図 7. 光ファイバーケーブルの概念図

非危険区域 危険区域

U

V

H*

P Q

ポート 6ポート 5
ポート 2

ポート 1 1
2

R

H Pro Xp Auto エアスプレーガン
P 24 ボルト電源供給接続
Q リモート I/O 接続
R Pro Xp Auto 制御モジュール
U バルクヘッド ( オプション )
V 光ファイバーケーブル
* 危険区域での使用の承認あり

ガン 1

ガン 2

V

H*

U
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接地

静電ガンの操作時は、スプレー作業場の接地の行われ
ていないすべての対象物（人、容器、工具など）は、
電気的に帯電する可能性があります。

基本的な静電システムの最低接地条件は下記の通りで
す。システムには、他にも接地の必要がある装置や物
体が含まれる可能性があります。システムは大地アー
スに接続されている必要があります。アース接続を毎
日点検してください。接地の指示の詳細については、
地域の電気関連法令を確認してください。

• スプレー作業場所に入るすべての作業員 : 靴は、
革のような、導電性の靴底を持っている必要があ
ります。または、個人用接地ストラップを着用す
る必要があります。ゴムまたはプラスチックのよ
うな、非導電性の靴底の靴は履かないでください。

• スプレー作業の対象物 : 常にワークピースハン
ガーをきれいで接地された状態に保ってください。
抵抗が 1 メガオームを超えていてはなりません。

• 静電エアスプレーガン : Graco の接地されたター
ビンエアホースを、タービンのエアインレットと、
大地アースへのエアホース接地線に接続して、ガ
ンを接地します。ガンの電気接地の確認  ペー
ジ 14 を参照してください。

• ポンプ : 別個のポンプ取扱説明書中に記載されて
いる方法に従って、接地線とクランプを接続する
ことによって、ポンプを接地します。

• 液体容器や洗浄用缶を含む : スプレーする場所に
あるすべての導電性物体やデバイスは適切に接地
してください。

• 液体容器と廃棄容器 : スプレーする場所にあるす
べての液体と廃棄容器を接地します。導電性で接
地されていない限り、ペール缶ライナーを使用し
ないでください。スプレーガンを洗浄する場合、
余分の液体を受けるために使用される容器は導電
性であり、接地されている必要があります。

• エアコンプレッサと液体駆動源 : 製造元の推奨に
従って装置を接地してください。

• すべてのエアラインと液体ラインは : 適切に接地
する必要があります。

• すべての電気ケーブルは : 適切に接地する必要が
あります。

• スプレーする場所の床 : は導電性材料で接地して
ください。接地の導通を妨害するような段ボール
や非導電性材料で覆わないでください。

• スプレーする場所にある可燃性液体 : は、承認済
みで接地済みの容器内に保持する必要があります。
プラスチック製容器は使用しないでください。1 シ
フトで必要とする量以上を保管しないでください。

• すべての溶剤ペール缶 : 承認済みで接地された伝
導性の金属容器のみを使用してください。プラス
チック製容器は使用しないでください。不燃性の
溶剤のみを使用してください。ワンシフトで必要
とする量以上を保管しないでください。

ガンの電気接地の確認

ガンが適切に接地されていることを確認するためのア
クセサリーとして、Graco 部品番号 241079 メガオー
ムメーターを入手できます。

静電気火花や感電による危険性を抑えるため、装置
は必ず接地してください。電気または静電気火花の
ため、気体が発火または爆発する可能性があります。
適切に接地を行わないと、感電する可能性がありま
す。すべての装置、作業員、スプレー対象物、およ
び作業場にある、またはその付近にある導電性物体
を接地してください。抵抗は 1 メガオーム以下にし
てください。接地することで、配線を通して電流を
逃すことができます。

メガオーム計部品番号 241079 (AA - 図 8) は、危険
区域での使用が承認されていません。火花の危険を
軽減するために、下記の場合を除いて、電気接地の
確認にメガオームメーターを使用しないでください：
• ガンが危険区域から移動されている。
• または、危険区域にあるすべてのスプレー装置は

電源が切られていて、危険区域にある換気ファン
が作動しており、区域内に可燃性の蒸気 ( 開いて
いる状態の溶剤容器またはスプレーからの蒸気 ) 
がない。

この警告を守ることができない場合、火災、爆発と
感電を起こし、重傷や物的損害を招くことがありま
す。



取り付け

333025J 15

1. 資格を持つ電気技師にスプレーガンとエアホース
の電気接地の導通を確認させてください。

2. タービンエアホース (B) が接続されていて、ホー
ス接地線が大地アースに接続されていることを確
認してください。

3. ガンへの給気装置と液体供給装置をオフにします。
液体ホースは、その中に流体があってはならない。

4. タービンエアインレット取り付け金具 (TA) と大地
アース (N) の間の抵抗を測定します。

a. 黒またはグレーのタービンエアホースを使用す
る場合には、メガオームメーターを使用して抵
抗を測定してください。最低 500 ボルトから
最大 1000 ボルトの印加電圧を使用します。抵
抗は 1 メガオームを超えない必要があります。

b. 赤のタービンエアホースを使用する場合には、
オームメーターを使用して抵抗を測定してくだ
さい。抵抗は 100 オームを超えない必要があ
ります。

5. 抵抗が上で指定されたホースでの最大値より大き
い場合、接地接続の締まり具合を確認し、タービ
ンエアホースの接地線が大地アースに接続されて
いることを確認してください。抵抗がまだ高すぎ
る場合、タービンエアホースを交換します。

液体抵抗性の確認

噴射する液体の抵抗が静電エアスプレーシステムの要
件を満たしていることを確認してください。Graco 部
品番号 722886 抵抗メーターと 722860 プローブが、
アクセサリーとしてご利用可能です。メーターとプ
ローブに付属している指示に従ってください。

液体の抵抗値は通常、最低 25 メガオームが最適なた
め、この数値に設定することをお勧めします。

25 MΩ-cm 未満の測定値では、静電高伝導キットまた
は高伝導ホースが必要な場合があります。

図 8. ガン接地の確認

B

AA

TA
N

火災、爆発、感電の危険性を回避するために、非危
険区域以外での液体抵抗率の確認は実施しないでく
ださい。抵抗メーター 722886 とプローブ 722860 
の危険区域での使用は承認されていません。

メガオーム -cmm
1-7 7-25 25-200 200-2000

静電高伝導
キットが推奨

される

静電高伝導
キットが必要
な場合がある

最良の静電特
性

良好な静電特
性
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液体粘度の点検
流体粘度を確認するには、以下のものが必要です。
• 粘度カップ
• ストップウォッチ
1. 粘度カップを完全に流体中に沈めます。カップが

完全に取り除かれたらすぐに、カップを素早く持
ち上げてストップウォッチを開始します。

2. 液体の流れがカップの底から出るのを見ます。流
れが止まったら、すぐにストップウォッチを止め
ます。

3. 流体タイプ、経過時間、および粘度カップのサイ
ズを記録します。

4. 粘度カップの製造業者から提供されている図と比
較して、流体粘度を決定します。

5. 粘度が高すぎるまたは低すぎる場合、材料の製造
元にご連絡ください。必要に応じて調節してくだ
さい。

布製カバーの取り付け
図 9 を参照してください。

1. 布製カバー (XX) をガンの前面にかぶせて後方に引
き、マニホールド後方の配管とホースの露出部が
覆われるようにします。

2. 排気チューブ (YY) をカバーから引き出します。こ
のようにして、排気チューブにペンキや溶剤が存在
しているかを確認できるようにします。液体漏れの
チェック ページ 23 を参照してください。排気
チューブは動き回らないようにストラップにより止
めます。

装置使用前の洗浄
装置は、工場において液体を使用したテストが行われ
ています。液体が汚染されるのを防ぐため、装置の使
用前に適合溶剤で装置を洗浄してください。洗浄 ペー
ジ 21 を参照してください。

研磨剤についてのガイドライン
研磨剤をスプレーする場合には、次のガイドラインに
従ってください。

• 研磨剤用の部品番号 24N704 の電極 ( 青 ) を注文
してください。

• ノズルのサイズを正確に計り、液体圧力が 30 psi 
(0.21 MPa, 2.1 bar) 以下になり、液体の流れが 
8 ～ 12 インチ (200 ～ 300 mm) になるようにし
ます。

• 噴霧器とファンのエア圧力は、良好なパターンが
得られる範囲で、できるだけ小さくします。

• 日ごとの手入れとクリーニングのチェックリスト 
ページ 21 のすべての手順に従ってください。

• 電極は毎日検査して、損傷があれば交換してくだ
さい。 電極の交換、 ページ 31 を参照してくださ
い。

図 9. 布製カバー

YY

YY

XX
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静電高伝導 (HC) 変換キット
部品番号 25N922 変換キットを使えば、Pro Xp Auto 
標準コーティングガン ( 部品番号 LAxx10) を静電高伝
導ガン (LAxx16) に変換できます。たとえば、
LA1T10 標準ガンは LA1T16 静電高伝導ガンに変換で
きます。モデル ページ 3 を参照してください。

キットは、低抵抗の液体で使用します。

1. タービンエア (TA) をオフにします。
2. ガンを洗浄します。洗浄 ページ 21 を参照してく

ださい。
3. 圧力開放を実行します。圧力開放手順 ページ 18 

に従ってください。
4.  LA1T10、標準コーティング、後部マニホールド、

シリーズ B 用の部品図 ページ 40 を参照してくだ
さい。

5. リテーナリング (24)、エアキャップ (25)、シュラ
ウド (26) を取り外します。

6. ナット (35) をゆるめて液体取り付け金具から液体
チューブ (39) とフェルール (33, 34) を取り外し
ます。ガンのバレルインレットにある他の部品 
(33、34、36、37、39) を取り外します。

7. バレルのネジ山がきれいで乾燥していることを確
認してください。Graco の部品番号 116553 の誘
電体グリースを、液体取り付け金具のネジ山 (37) 
と O- リングに塗布します。取り付け金具をバレル
インレットに取り付けます。

8. フェルール (33, 34) をチューブの端に移動しま
す。取り付け金具をバレルにねじ込みながら、液
体チューブをバレルに押し込み、それを所定位置
に保持します。25-35 in-lbs (3-4 N·m) のトルク
で締めます。

9. ナット (35) とフェルール (33, 34) をチューブの
端に移動します。チューブの端を取り付け金具 
(32) に通します。フェルールが取り付け金具に正
しく接触していることを確認します。ナット (35) 
を締めます。

図 10. 高伝導 (HC) 変換キット
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操作

圧力開放手順

1. ガンの引き金となるシリンダーエアを除いて、ス
プレーガンへの全てのエアをオフにします。シス
テムでエアパイロット液体レギュレーターを使用
している場合は、レギュレーターのエアインレッ
トにはエア圧力が必要となります。

2. ガンへの液体供給をオフにします。

3. 接地された金属製廃棄容器にガンを向けて引き金
を引き、液体圧力を開放します。

4. エアパイロット液体レギュレーターを使用してい
る場合は、レギュレーターのエアインレットでの
エア圧力をオフにします。

5. 液体供給装置の液体圧力を、その取扱説明書の指
示に従って開放します。

6. メインのエア供給ラインのブリード型マスターエ
アバルブを閉じて、メインのエア供給をオフにし
ます。再度スプレーを行う準備ができるまでは、
バルブを閉じたままにします。

始動
安全で効率的な操作のため、システムの操作を開始す
る前に、次のリストを毎日チェックしてください。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧状
態が続きます。圧力のかかった流体のために重大な
けがをすること、たとえば目や皮膚への飛散が生じ
ることを避けるため、スプレー停止後、および装置
を清掃、点検、整備する前に、圧力開放を行ってく
ださい。

すべてのオペレーターが本説明書に指示され
ている通りに、自動静電エアスプレーシステ
ムを安全に操作するための適切なトレーニン
グを受けている。
すべてのオペレーターが 圧力開放手順 ペー
ジ 18 に指示されている通りにトレーニング
を受けている。
ガンに付属している警告サインは、全てのオ
ペレーターがはっきり見て読めるように、ス
プレーエリアに取り付けられている。
スプレーエリアに入るオペレーターと人員が
接地状態になるように、システムは確実に接
地されている。接地 ページ 14。
ガンの電気コンポーネントの状態が 電気的テ
スト ページ 24 の指示に従ってチェック済
み。
換気ファンは適切に動作している。

作業場のハンガーは清潔で接地されている。

可燃性の液体やボロ巾を含むすべての異物が
スプレーする場所から取り除かれている。

スプレーブース内のすべての可燃性液体は認
可され、接地され容器に入れられている。

スプレーエリア内の全ての導電性の物体は、
電気的に接地されている。スプレーエリアの
床は、導電性で接地されている。
マニホールドの排気チューブに液体が入って
いないか、 液体漏れのチェック ページ 23 の
手順に従って確認する。
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スプレーパターンの調節
以下の手順に従い、適切な液体流量とエアフローの流
れを確立してください。タービンエア (TA) は まだオ
ンにしないでください。

1. 圧力開放を実行します。圧力開放手順 ページ 18 
に従ってください。

2. 用途に適したエアキャップとノズルを選択して取
り付けます。液体ノズル選択チャート ページ 52 
および エアキャップ選択チャート ページ 55 を参
照してください。

3. エアキャップのリテーナーリングをゆるめて、縦
横のスプレーパターンに応じてエアキャップを回
転します。図 11 を参照してください。エアキャッ
プが所定位置にしっかりと固定されるまでリテー
ナーリングを締めます ; 手でエアキャップホーン
を回すことができない程度まで締めてください。

4. 液体圧力レギュレーターで、液体流量を調整しま
す。使用している液体ノズルのサイズに従い、
様々な液体流量に合わせて液体圧力を設定する方
法については、 ページ 53 ページの性能チャートを
参照してください。

5. 噴霧化エア供給ライン (A1) のエア圧力レギュレー
ターを使用して、噴霧化の程度を調整します。た
とえば、液体流量が毎分 0.3 リットル ( 毎分 10 
オンス ) の場合には、通常の噴霧化圧力はガンのマ
ニホールドで 0.14 ～ 0.21 MPa (1.4 ～ 2.1 bar、
20 ～ 30 psi) になります。

効率を最大限にするため、常に可能な限り最も低
いエア圧力にしてください。

6. ファンエア供給ライン (A2) のエア圧力レギュレー
ターを使用して、パターンのサイズを調整します。

• 長くフラットなパターンにするには、大きなエリ
アでのカバー範囲を一定にするために、ガンへの
流体の供給を増やすことが必要になるでしょう。

• スプレーパターンの問題を解決するには、 スプレー
パターンのトラブルシューティング ページ 26 を
参照してください。

静電気の調節
1. タービンエア (TA) をオンにし、 表 1  の設定に

従ってエア圧力を調整します。エアが流れるとき
の、 タービンエアホースインレットでの圧力を適切
に調整します。 

2. 標準ガンの本体のインジケータライトで、ガンの
タービン速度をチェックします。スマートガンの
場合には、Pro Xp 自動制御モジュールで実際の
タービン速度をチェックします。以下の表を参照
してください。インジケータライトが緑色になる
ように、または値が 400 ～ 750 Hz になるよう
に、必要に合わせてエア圧力を調整します。

怪我のリスクを軽減するために、圧力を開放するよ
う指示されたときはいつでも、 圧力開放手順 に従っ
てください。

図 11. エアキャップの位置

垂直方向パターン

水平方向パターン

表 1 作動時のタービンエア圧力のおおよその値

タービンエア
ホースの長さ 

ft (m)

最大電圧でのタービンエアホースイン
レットのエア圧力
psi (bar, MPa)

15 (4.6) 54 (3.8, 0.38)
25 (7.6) 55 (3.85, 0.38)
36 (11) 56 (3.9, 0.39)

50 (15.3) 57 (4.0, 0.40)
75 (22.9) 59 (4.1, 0.41)
100 (30.5) 61 (4.3, 0.43)
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スマートモデルでは表示された値、標準モデルではイ
ンジケータライトの色です。

高電圧プローブとメーター、または Pro Xp Auto 制御
モジュール 表示値で、ガンの電圧をチェックしてくだ
さい。

ガンの正常な高電圧測定値は 60-70 kV です。ボール
エンド高電圧測定プローブを使用すると、ガン電圧は 
85kV あたりに上昇します。すべての抵抗性静電ガン
でこのようになります。

電圧の問題を解決するには、 電気系統のトラブル
シューティング ページ 28 を参照してください。

スプレー

1. 噴霧化エア (A1)、ファンエア (A2)、および流体 
(P) のオンオフシーケンスをアクティブにするた
め、シリンダーのエアの取り付け金具には少なく
とも 4.2 bar、0.42 MPa (60 psi) のエア圧力をか
けてください。

2. シリンダー (CYL) およびタービン (TA) エア供給
ラインのソレノイドバルブでガンの機能をオンオ
フします。

3. スマートモデルで電圧設定を低くするには、Pro 
Xp Auto 制御モジュールの説明書、332989 を参
照してください。

液体だけの引き金を引く
1. ブリード型エア遮断バルブを使って、噴霧化 (A1) 

およびファン (A2) エアラインのエア圧力をシャッ
トオフして開放します。

2. シリンダーエアの取り付け金具 (CYL) に 4.2 bar、
0.42 MPa (60 psi) のエア圧力をかけて、流体の
引き金を引きます。

シャットダウン

1. ガンを洗浄します。 洗浄 ページ 21 を参照してく
ださい。

2. 圧力開放手順 ページ 18 に従ってください。

3. 装置を清掃します。メンテナンス ページ 21 を参
照して下さい。

表 2 インジケータの色

インジケー
タの色

説明

緑
400-750 Hz

スプレー中は、インジケータが緑色の
ままである必要があり、それはタービ
ンへのエア圧力が十分であることを示
しています。

黄
<400

インジケータが 1 秒後に黄色になった
場合、エア圧力が低過ぎます。インジ
ケータが緑になるまでエア圧力を上げ
ます。

赤
>750

インジケータが 1 秒後に赤色になった
場合、エア圧力が高過ぎます。インジ
ケータが緑になるまでエア圧力を下げ
ます。タービン速度が速すぎると、ベ
アリング寿命が短くなり、電圧出力が
上がらなくなります。

感電の危険を小さくするため、ガンの捜査中は、ガ
ンの電極に触ったり、ノズルの 10 cm (4 インチ ) 
以内に近づいたりしないでください。

ガンから液体が漏れ出ているのがわかったら、直ち
にスプレー作業を中止してください。ガンのシュラ
ウドに液体が漏れ出ると、火災や爆発の原因となり、
重傷事故や設備の損傷につながります。液体漏れの
チェック ページ 23 を参照してください。

怪我のリスクを軽減するために、圧力を開放するよ
う指示されたときはいつでも、 圧力開放手順 に従っ
てください。
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メンテナンス

日ごとの手入れとクリーニングの
チェックリスト
毎日の装置の使用を終えたら、以下のリストをチェッ
クしてください。

洗浄
• 液体を変更する前、装置内で液体が凝固する前、

1 日の作業終了時、保管前、および装置の修理前
に洗浄します。

• できるだけ低い圧力で洗浄してください。コネク
タからの漏れをチェックし、必要に応じて締めま
す。

• 吐出されている液体および器具の接液部部品に
合った洗浄液を使用して洗浄してください。

1. タービンエアをオフにします

2. 液体供給を、互換性のある溶剤に切り替えます

3. ガンの引き金を引いて、液体の経路を洗浄します。

怪我のリスクを軽減するために、圧力を開放するよ
う指示さ t れたときはいつでも、 圧力開放手順 に
従ってください。

ガンを洗浄します。洗浄 ページ 21 を参照して
ください。
液体およびエアラインフィルターを清掃します。

ガンの外側を清掃します。ガン外側の清掃 ペー
ジ 22 を参照してください。
エアキャップおよび液体ノズルは、一日に最低 1 
回は清掃してください。用途によってはより頻繁
に清掃する必要があります。液体ノズルやエア
キャップに損傷が見られたら、交換してくださ
い。エアキャップおよび液体ノズルの清掃 ペー
ジ 22 を参照してください。
電極をチェックし、破損や損傷が見られた場合に
は交換します。電極の交換 ページ 31 を参照し
てください。
ガンと液体ホースから液体が漏れていないか
チェックします。液体漏れのチェック ページ 23 
を参照してください。必要に応じて取り付け金具
を締めるか、または器材を交換します。
ガンの電気接地の確認 ページ 14

火災や爆発の危険を小さくするために、ガンの洗浄
を行う前には必ずタービンエアをオフにし、装置と
廃液コンテナを接地してください 静電気のスパーク
や飛沫による傷害を避けるため、必ずできるだけ低
い圧力で洗浄してください。

注
塩化メチレンはナイロン製のコンポーネントを損傷
させるため、このガンでは洗浄溶剤または清掃溶剤
として使用しないでください。
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ガン外側の清掃

1. タービンエア (TA) をオフにします。

2. ガンを洗浄します。洗浄 ページ 21 を参照してく
ださい。

3. 圧力開放手順 ページ 18 に従ってください。

4. ガンの外側を適合溶剤で清掃します。柔らかい布
を使用します。余分な流体は布で拭き取ります。
ガンを下に向けて、溶剤がガンの通路に入り込む
ことを防ぎます。ガンを液体に浸さないでくださ
い。

エアキャップおよび液体ノズルの
清掃

必要な用具
• 柔らかな獣毛ブラシ
• 互換性のある溶剤

1. 圧力開放を実行します。圧力開放手順 ページ 18 
に従ってください。

2. エアキャップアセンブリ (24、25) とシュラウド 
(26) を取り外します。図 12 を参照してください。

3. 溶剤で湿らせた布で、ガンの液体ノズル (4) をき
れいに拭きます。溶剤がエアの経路に入らないよ
うにしてください。ガンの清掃は、可能な場合は
常に下を向けて行ってください。

4. 液体ノズル (4) のエア経路に塗料が存在すると思
われる場合には、サービス作業を行うためにガン
をラインから外してください。清掃や交換のため
に液体ノズルを取り外す方法については、 エア
キャップと塗料ノズルの交換 ページ 30 を参照し
てください。

5. 柔らかな獣毛ブラシと溶剤を使ってエアキャップ 
(25) を清掃するか、適切な溶剤にエアキャップを
浸して、布で拭いて清掃します。金属製の工具は
使用しないでください。

6. シュラウド (26) をガン側にスライドします。

7. 注意しながらエアキャップ (25) を取り付けます。
電極 (3) はエアキャップの中央の穴を通してくだ
さい。エアキャップを回して希望の場所に移動し
ます。

8. U カップ (24a) がリテーナング (24) の所定位置
に取り付けられていることを確認してください。
リップは前に向ける必要があります。エアキャッ
プが所定位置にしっかりと固定されるまでリテー
ナーリングを締めます ; 手でエアキャップホーン
を回すことができない程度まで締めてください。

9. ガンの抵抗のテスト、 ページ 24。

注
• すべての部品を非導電性で互換性のある溶剤で清

掃します。導電性の溶剤を使用すると、ガンを誤
作動させることがあります。

• エア経路内の液体は、ガンの誤動作の原因となり、
電流を流して、静電効果を弱めることがあります。
電源キャビティ内の流体は、タービンの寿命を短
くすることがあります。ガンの清掃は、可能な場
合は常に下を向けて行ってください。流体をガン
のエア経路に入れる清掃方法は避けてください。

注
• すべての部品を非導電性で互換性のある溶剤で清

掃します。導電性の溶剤を使用すると、ガンを誤
作動させることがあります。

• エア経路内の液体は、ガンの誤動作の原因となり、
電流を流して、静電効果を弱めることがあります。
電源キャビティ内の流体は、タービンの寿命を短
くすることがあります。ガンの清掃は、可能な場
合は常に下を向けて行ってください。液体をガン
のエア経路に入れる清掃方法は避けてください。

図 12. エアキャップおよび液体ノズルの清掃
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液体漏れのチェック

操作中には、定期的にガンのシュラウド (ZZ) の全て
の開口部をチェックし、液体が出ていないか確認して
ください。図 13 を参照してください。これらのエリ
アに液体が存在する場合には、シュラウドに液体が漏
れ出していることを示しています。これは液体チュー
ブ接続部や液体パッキンでの漏出のために発生するこ
とがあります。

これらのエリアに液体が見られる場合には、次の手順
に従ってください。

1. スプレーをすぐに中止します。

2. 圧力開放を実行します。圧力開放手順 ページ 18 
に従ってください。

3. ガンを取り外して、修理を依頼します。

ガンから液体が漏れ出ているのがわかったら、直ち
にスプレー作業を中止してください。ガンのシュラ
ウドに液体が漏れ出ると、火災や爆発の原因となり、
重傷事故や設備の損傷につながります。

怪我のリスクを軽減するために、圧力を開放するよ
う指示されたときはいつでも、 圧力開放手順 に従っ
てください。

図 13. 液体漏れのチェック
ZZ ZZ
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電気的テスト
ガン内部の電気部品は、性能と安全に影響します。次
の手順では、電源 (7) および電極 (3) の状態と、コン
ポーネント間の電気連続性をテストします。

メガオーム計部品番号 241079 (AA) と 500 V の印加
電圧を使用します。リード線を示されている通りに接
続します。

ガンの抵抗のテスト
1. 液体通路を洗浄し、乾かします。

2. 電極のニードルチップ (3) とタービンエアイン
レット取り付け金具の間の抵抗値を測定します ; 
これは 148 ～ 193 メガオームになるはずです。

3. この範囲外の場合、 電源の抵抗のテスト ページ 25 
を参照してください。この範囲に収まっていても、
性能上の問題がある場合には、 電気系統のトラブル
シューティング ページ 28 を参照してください。 メガオーム計部品番号 241079 (AA - 図 14) は、危

険区域での使用が承認されていません。火花の危険
を軽減するために、下記の場合を除いて、電気接地
の確認にメガオームメーターを使用しないでくださ
い：
• ガンが危険区域から移動されている。
• または、危険区域にあるすべてのスプレー装置は

電源が切られていて、危険区域にある換気ファン
が作動しており、区域内に可燃性の蒸気 ( 開いて
いる状態の溶剤容器またはスプレーからの蒸気 ) 
がない。

この警告を守ることができない場合、火災、爆発と
感電を起こし、重傷や物的損害を招くことがありま
す。

図 14. ガンの抵抗のテスト

AA

3

TA

TA
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電源の抵抗のテスト
1. 電源 (7) を取り外します。電源の取り外しと交換 

ページ 37 を参照してください。

2. 電源からタービン (8) を取り外します。タービン
の取り外しと交換 ページ 38 を参照してください。

3. 電源の接地ストリップ (EE) とスプリング (7a) 間
の抵抗を測定します。85kV ガンの抵抗は 130 ～ 
160 メガオームになるはずです。図 15 を参照し
てください。

この範囲外の場合、電源を交換します。この範囲に収
まっていても、性能上の問題がある場合には、 電極の
抵抗のテスト ページ 25 を参照してください。

4. 電気系統のトラブルシューティング ページ 28 で、 
性能低下の他の原因を調べてください。

5. 電源を再び取り付ける前に、スプリング (7a) が所
定場所にあることを確認してください。

電極の抵抗のテスト
電極 (3) を取り外します。電極の交換 ページ 31 を参
照してください。コンタクト (HH) と電極線 (GG) 間
の抵抗を測定します。抵抗は 8-30 メガオームである
必要があります。範囲外の場合は、電極を交換します。

電源と電極のテスト後に、ガンの抵抗がやはり範囲外
である場合に、以下を実行してください。

• 導電性 O- リング (4a) がバレルピンに接している
ことを確認してください。

• 電源スプリング (7a) がバレルピンに接しているこ
とを確認してください。

図 15. 電源の抵抗のテスト

7a EE

図 16. 電極の抵抗のテスト
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トラブルシューティング

ガンを分解する前に、トラブルシューティングチャー
トに記されている、可能なすべての解決策を確認して
ください。

スプレーパターンのトラブルシューティング
スプレーパターンの問題のあるものは、エアと流体のバランスが不適切なために生じます。

本装置の整備では、適切に作業を実施しないと感電
またはその他の重大な人身事故を引き起こす可能性
のある部品を操作する必要があります。訓練を受け
て適切な資格を持っていない場合、本装置の取り付
けと整備は行わないでください。

怪我のリスクを軽減するために、圧力を開放するよ
う指示されたときはいつでも、 圧力開放手順 に従っ
てください。

問題 原因 解決法
スプレーのフラッタリングまたは飛
び散り

流体が入っていない。 供給源を補充します。

ノズル / シートが緩まっている、汚
れている、または損傷している。

ノズルを清掃するか、交換します 
ページ 30 。

液体供給装置にエアが入っている。 液体供給源を点検します。液体を補
充します。

不適切なスプレーパターン ノズルまたはエアキャップが損傷し
ている。

交換します ( ページ 30)。

エアキャップまたはノズルでの液体
の蓄積。

清掃してください。ページ 22 ペー
ジを参照してください。

ファンエア圧力が高過ぎる。 下げてください。

液体の濃度が濃過ぎる。 粘度を上げます。
液体圧力が低過ぎる。 液体圧力を上げてください。
ファンエア圧力が低過ぎる。 液体圧力を上げてください。

液体の濃度が濃過ぎる。 粘度を下げてください。
液体が多すぎる。 流量を下げます。

筋が付く。 50% のオーバーラップが適用され
なかった。

ストロークを 50% オーバーラップ
させます。

エアキャップが汚れているか、損傷
している。

清掃する ページ 22 もしくは交換し
ます、 ページ 30。
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ガン動作のトラブルシューティング
問題 原因 解決法
スプレーの霧が多過ぎる。 噴霧化エア圧力が高過ぎる。 エア圧力をできる限り低くします。

流体の濃度が薄過ぎる。 粘度を上げます。
“ ゆず肌 ” 仕上 噴霧化エア圧力が低過ぎる。 エア圧力を上げます。できるだけ低いエア圧

力を使用してください。
流体が適切に混合またはろ過されて
いない。

流体を再び混合またはろ過します。

流体の濃度が濃過ぎる。 粘度を下げてください。
流体が流体パッキンエリアか
ら漏れる

パッキンまたはロッドが摩耗してい
る。

交換します ; ページ 32。

エアキャップからエアが漏出
している。

ピストンステムの O リングが磨耗し
ている

交換します ; ページ 34。

ガン前部から液体が漏れてい
る

液体シートが摩耗している 液体ノズル (4)、または電極ニードル (7) を
交換します ; ページ 30 を参照してください。

液体ノズルがゆるんでいる。 もっと締め付けます ; ページ 30 を参照して
ください。

ノズルの O- リングが損傷している。 交換します ; ページ 30。
ガンがスプレーしない。 液体供給が少なくなっている。 必要に応じて流体を追加します。

エアキャップが損傷している。 交換します ; ページ 30。
液体ノズルが汚れているか詰まって
いる。

清掃します ; ページ 30 を参照してください。

液体ノズルが損傷している。 交換します ; ページ 30。
ピストンが作動しない。 シリンダーエアをチェックします。ピストン

の U カップ (34d) を確認します; ページ 34 
を参照してください。

アクチュエーターのアームが正常な
位置から外れている。

アクチュエーターのアームとナットをチェッ
クします。ページ 35 ページを参照してくだ
さい。

エアキャップが汚れている。 エアキャップと液体ノズルの位置が
合っていない。

エアキャップと液体ノズルシートから溜まっ
た流体を清掃します ; ページ 22 ページを参
照してください。

ノズルの口が損傷している。 ノズル (4) を交換します ; ページ 30 ページ
を参照してください。

液体がエアよりも前に出てくる。 アクチュエーターのアームとナットをチェッ
クします。ページ 35 ページを参照してくだ
さい。

余分な塗料がスプレーガンに
戻ってくる。

接地が不良。 接地 ページ 14
ガンから部品までの距離が不適切。 8 ～ 12 インチ (200 ～ 300 mm) にする必

要があります。
マニホールドからエアが漏れ
ている。

ガンがマニホールドにしっかり固定
されていない。

マニホールドのネジを締めます。

O- リングが摩耗している、またはな
くなっている。

O- リングを交換します。ページ 35 ページを
参照してください。

クイック離接から液体が漏れ
ている。

ガンがマニホールドにしっかり固定
されていない。

マニホールドのねじを締めます。

液体シール用の O- リングが摩耗し
ている、またはなくなっている。

O- リングを点検または交換します。
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電気系統のトラブルシューティング
問題 原因 解決法
塗布の状態が悪い。 タービンエアがオンになっていな

い。
オンにします。

ブースの排気速度が速すぎる 速度をコードの制限内まで下げます。
噴霧化エア圧力が高過ぎる。 下げてください。
液体圧力が高過ぎる。 下げてください。
ガンから部品までの距離が不適切で
ある。

8 ～ 12 インチ (200-300 mm) にする必要
があります。

部品の接地が不十分である。 抵抗は 1 メガオーム以下である必要がありま
す。ワークピースハンガーを清掃します。

ガン抵抗が正しくない。 ガンの抵抗のテスト ページ 24 を参照してく
ださい。

塗料抵抗率が低い。 液体抵抗率を確認してください ページ 15。
パッキン (8d) から流体が漏れてい
て、短絡が生じている。

パッキンロッドの空洞部を清掃します。パッ
キンロッドを交換します。ページ 33 ページ
を参照してください。

タービンの動作が不良。 キャップがタービンハウジングの背面に正し
く取り付けられていることを確認します。
タービンを取り外してテストします。ペー
ジ 38 ページを参照してください。

電源が供給されていない。 電源を交換します。ページ 37 ページを参照
してください。

ES または Hz インジケータ
が点灯していません ( 標準モ
デルのみ )。

電気が供給されていません 電源、オルタネータ、およびオルタネータの
リボンケーブルを点検します。電源の取り外
しと交換 ページ 37 および タービンの取り
外しと交換 ページ 38 を参照してください。

ES インジケータライトが黄 
( 標準モデルのみ )

タービン速度が遅すぎる インジケータが緑になるまでエア圧力を上げ
ます。

ES インジケータライトが赤 
( 標準モデルのみ )

タービン速度が速すぎる インジケータが緑になるまでエア圧力を下げ
ます。

Pro Xp Auto 制御モジュール
で電圧が検出されない、また
は低い電圧が検出される。

光ファイバーケーブルまたは接続部
が損傷している。

チェックして、損傷した部品を交換します。
Pro Xp Auto 制御モジュールの説明書、
332989 を参照してください。

タービンエアがオンになっていな
い。

オンにします。

Pro Xp Auto 制御モジュール
がイベントコードを表示する 
( スマートモデルのみ )。

説明書 332989 のイベントコードのトラブル
シューティングを参照してください。
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修理

ガン整備の準備

• ガンを分解する前に、 トラブルシューティング に
記されている、可能なすべての解決策を確認して
ください。

• プラスチック部品への損傷を防ぐために、あごの
部分にパッドの付いた万力を使用してください。

• 非シリコーングリースで O リングとシールを軽く
潤滑します。部品番号 111265 潤滑剤を注文して
ください。過度に潤滑しないでください。

• Graco 純正部品のみを使用してください。他の 
PRO ガンモデルからの部品を混ぜたり、使用した
りしないでください。

1. ガンを洗浄し、清掃します。 ページ 21 ページを参
照してください。

2. 圧力開放を実行します。圧力開放手順  ページ 18 
に従ってください。

3. ガンをマニホールドから取り外します。 ページ 29 
ページを参照してください。

4. ガンを作業場所から移動します。修理場所は清潔
である必要があります。

ガンをマニホールドから取り外す
図 17 を参照してください。

1. ガンを手でしっかり保持しながら、マニホールド
の後部と下部にある 2 本のネジ (21) をゆるめま
す。

ネジ (21) はマニホールドから外さないでください。

2. ガンをマニホールドから取り外し、サービス場所
に移動します。

5 つの O- リング (18) はガンから外さないでくださ
い。

本装置の整備では、適切に作業を実施しないと感電
またはその他の重大な人身事故を引き起こす可能性
のある部品を操作する必要があります。訓練を受け
て適切な資格を持っていない場合、本装置の取り付
けと整備は行わないでください。

怪我のリスクを減少するために、システムのいかな
るパーツをチェックするか点検する前、そして圧力
を除去するよう指示されたときはいつでも、 圧力開放
手順 に従って下さい。

図 17. マニホールドからガンを取り外す
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下部マニホールド
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ガンをマニホールドに取り付ける
図 17 を参照してください。

1. 5 個の O リング (17) がガンの対応する場所に存在
するのを確認します。部品に損傷がないか確認し
て、必要であれば交換します。

2. 2 本のネジ (19) を締めて、ガンをマニホールドに
固定します。

エアキャップと塗料ノズルの交換
1. ガン整備の準備 ページ 29 の手順に従ってくださ

い。

2. 保持リング (24) とエアキャップ (25) を取り外し
ます。図 18 を参照してください。

3. マルチツール (48) で、液体ノズル (4) アセンブリ
を取り外す間にガンを上に向けます。 

4. 電極ニードル (3) が手で締まっていることを確認
してください。

5. 導電性コンタクトリング (4a) と小さな O- リング 
(4b) がノズル (4) の所定位置にあることを確認し
てください。小さな O- リング (4b) を軽く潤滑し
ます。

注： 導電性コンタクトリング (4a) は、バレルピンとの
接点で摩耗が見られる場合があります。これは正常で
あり、交換を必要としません。
6. 液体ノズル (4) をマルチツール (48) で取り付けま

す。液体ノズルシートがガンバレルに収まるまで
締めます ( 手で締めてからさらに 1/8 ～ 1/4 回転
)。シュラウドをガン側にスライドします。ネジで
固定します ( オプション )。

7. 注意しながらエアキャップ (25) を取り付けます。
電極 (3) はエアキャップの中央の穴を通してくだ
さい。エアキャップを回して希望の場所に移動し
ます。

8. U カップ (24a) がリテーナング (24) の所定位置
に取り付けられていることを確認してください。
リップは前に向ける必要があります。エアキャッ
プが所定位置にしっかりと固定されるまでリテー
ナーリングを締めます ; 手でエアキャップホーン
を回すことができない程度まで締めてください。

9. ガンの抵抗のテスト、 ページ 24 ページ。
10. ガンをマニホールドに取り付けます。 ガンをマニ

ホールドに取り付ける を参照してください。

図 18. エアキャップと塗料ノズルの交換
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ノズルコンタクトリング (4a) は、シール O- リング
ではなく、導電性コンタクトリングです。火災、爆
発または感電の危険を減らすには、
• 交換時以外は、ノズルコンタクトリング (4a) を

取り外さないでください。
• コンタクトリングが所定位置にない状態でガンを

操作しないでください。
• コンタクトリングは純正の Graco 部品以外のもの

と取り替えないでください。

注
小さい O- リング (4b) には非シリコーングリース、
部品番号 111265 を使用します。過度に潤滑しないで
ください。導電性コンタクトリング (4a) を潤滑しな
いでください。過度のグリースが塗られていると、塗
料と混ざり、ワークピース上の仕上がりを損なうこと
があります。
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電極の交換

1. ガン整備の準備をします ページ 29 。

2. エアキャップとノズルを取り外します ページ 30 。

3. マルチツール (48) で電極 (3) を緩めます。図 19

4. 低強度のネジ山シーラント ( 紫色 ) または同等品
を、交換用の電極とパッキンロッドの各ネジ山に
塗ります。電極を手で締めて取り付けます。強く
締めないでください。

5. 液体ノズルを取り付けます ページ 30 。

6. ガンの抵抗のテスト ページ 24。

7. エアキャップを取り付けます ページ 30。

8. ガンをマニホールドに取り付けます。ガンをマニ
ホールドに取り付ける ページ 30 を参照してくだ
さい。

本装置の取り付けと修理には、適切に作業を実施し
ないと感電またはその他の重大な人身事故を引き起
こす可能性のある部品で作業する必要があります。
訓練を受けて適切な資格を持っていない場合、本装
置の取り付けと整備は行わないでください。

注
プラスチックのネジ山の損傷を避けるために、電極
を取り付けるときには十分に注意してください。

図 19. 電極の交換

48
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液体パッキンロッドの取り外し
下に示すように、パッキンロッドを含めてアセンブリ
として交換することも、個別の部品として交換するこ
ともできます ( ページ 33 ページを参照してください )。
アセンブリは工場で予め調整されています。

1. ガン整備の準備 ページ 29 の手順に従ってくださ
い。

2. エアキャップを取り外します ページ 30。ガンシュ
ラウド (26) を外します。

3. ジャムナット (16)、作動装置のアーム (15)、およ
び調整ナット (16) を取り外します。図 23 を参照
してください。

ジャムナットとアクチュエーターのアームの取り外し
や取り付けは、液体ノズル (4) を取り付けた状態で行
う必要があります。

4. 液体ノズル (4) と電極 (3) を取り外します。ペー
ジ 31 ページを参照してください。

5. マルチツール (48) を使用し、パッキンロッド (2) 
を取り外します。 

6. 摩耗や損傷がないかどうか、すべての部品を確認
し、必要に応じて交換します。

パッキンロッドを取り付ける前に、バレル (1) の内部
表面を柔らかな布またはブラシで清掃します。高電圧
アークが発生した痕跡があるかどうかチェックします。
マークが存在する場合、バレルを交換します。

注
使用する液体に適合する非導電性溶剤ですべての部
品を清掃します。導電性の溶剤を使用すると、ガン
を誤作動させることがあります。

図 20. 液体パッキンの取り外し

48

16

1
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パッキンロッドの修理
下に示すように、パッキンロッドを個別の部品として
交換することも、アセンブリとして交換することもで
きます ( ページ 32 を参照してください )。アセンブリ
は工場で予め調整されています。

ガンバレルの中に流体パッキンロッドを取り付ける前
に、バレルの内部の表面が清潔であることを確認して
ください。残留物があれば、柔らかいブラシまたは布
ですべて取り除いてください。高電圧アーキングから
マークがないかバレルの内側を確認してください。
マークが存在する場合、バレルを交換します。

1. パッキンナット (2f) とシール (2b‡) を液体ロッ
ド (2e) に取り付けます。パッキンナットの平坦部
は、液体ロッドの後部に面している必要がありま
す。シール O リングは、パッキンナットと反対方
向を向いている必要があります。

2. スペーサー (2h‡) の内側の空洞を誘電体グリース 
(43) で満たします。下記に示されている方向で、
スペーサーを流体ロッド (2e) に設置します。誘電
性のグリースをスペーサーの外部に十分に塗布し
ます。

3. 縁がロッド前部に面している状態で、流体パッキ
ン (2c‡) をパッキンロッド (2e) に取り付けます。
オス側端が流体パッキンに向いている状態で、
ニードルパッキン (2d‡) を取り付けてから、ハウ
ジング (2g) を取り付けます。

4. パッキンナット (2f) を軽く締めます。パッキン
ナットは、ロッドに沿ってパッキングハウジング 
(2g) アセンブリをスライドする際のドラッグ力が 
13.3N (3 ポンド ) あるとき、適切に締まっていま
す。必要に応じてパッキンナットを締めるか、ゆ
るめます。

5. ハウジング (2g) の外部に O- リング (2a‡) を取
り付けます。O- リングを非シリコーングリース、
部品番号 111265 で潤滑します。潤滑剤を過度に
塗布しないでください。

6. 示されている通り、ナット (2j) と対になるようス
プリング (5) を取り付けます。

7. ガンバレルの中にパッキンロッドアセンブリ (2) 
を取り付けます。マルチツール (48) を使用して、
ぴったり固定されるまでアセンブリを締めます。

8. 電極を取り付けます。電極の交換 ページ 31 を参
照してください。

9. ノズルとエアキャップを取り付けます。エア
キャップと塗料ノズルの交換 ページ 30 を参照し
てください。

10. ガンの抵抗のテスト ページ 24 を参照してくださ
い。

図 21. パッキンロッド
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ピストンの修理
1. ガン整備の準備 ページ 29 の手順に従ってくださ

い。

2. エアキャップを取り外します ページ 30。ガンシュ
ラウド (26) を外します。

3. ジャムナット (16)、作動装置のアーム (15)、およ
び調整ナット (16) を取り外します。図 23 を参照
してください。

ジャムナットとアクチュエーターのアームの取り外し
や取り付けは、液体ノズル (4) を取り付けた状態で行
う必要があります。

4. ピストンキャップ (13) をガンの後部から取り外し
ます。

5. ピストンロッド (11) を押して、ピストンをガンの
後部から押し出します。

6. O- リング (11d、11e、11f、11g) に損傷がない
か検査します。表 3 および 図 22 を参照してくだ
さい

7. 部品番号 111265 非シリコーングリースで O- リ
ング (11d、11e、11f、11g) を潤滑します。潤滑
剤を過度に塗布しないでください。

8. 2 本のステム (11c) をガン本体の穴に合わせて、
ピストンアセンブリをガンの下部まで押し戻しま
す。

9. スプリング (12) ピストンキャップ (13) を取り付
けます。

10. アクチュエーターのアームを取り付けて調整しま
す ページ 35。

図 22. ピストンの O- リング

表 3 ピストンの O- リング

説明 機能

シャフトの 
O- リング 

(11g)

ピストンロッド (34b) に沿ってシリン
ダーのエアをシールします。ロッドに
沿ってエアが漏出している場合には交換
してください。

前側の 
O- リング 

(11e)

エアシャットオフ用のシールです。ガン
の引き金を引いていない状態でエア
キャップからエアが漏出している場合に
は交換してください。

後側の 
O- リング 

(11f)

シリンダーのエアをファンエアと噴霧化
エアとに分離します。

ピストンの 
O- リング 

(11d)

ガンの引き金を引いた状態で、マニホー
ルドの背面にある小さな換気孔からエア
が漏出している場合には交換してくださ
い。

O- リングはエアシール修理キット 24W390 に含まれてい
ます。

11a

11d

11c

11f

11e

11g

11b

11e

11g

11f

11d

噴霧化エア側

ファンエア側
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アクチュエーターアームの調整
ジャムナットとアクチュエーターのアームの取り外し
や取り付けは、液体ノズル (4) を取り付けた状態で行
う必要があります。

図 23 を参照してください。

1. 調整ナット (16b)、アクチュエーターのアーム 
(15)、およびジャムナット (16a) をピストンロッ
ド (11b) に取り付けます。

2. 部品の位置を調整して、作動装置のアーム (15) と
流体パッキンロッドナット (E) の間の間隔が 
0.125 インチ (3 mm) になるようにします。この
設定により、噴霧化エアは流体より前に移動しま
す。

3. 調整ナット (16b) を作動装置のアーム (15) 側に
締め付けます。0.125 インチ (3 mm) の間隔が維
持されていることを確認します。加えて、ガンの
引き金を引いたときには、電極のが ニードル
3 mm 移動するようになっているべきです。ジャ
ムナットを調整して、これらの寸法が得られるよ
うにします。ジャムナット (16a) を締めます。

4. ガンの抵抗のテスト、 ページ 24 ページ。

5. ガンのシュラウド (26) とエアキャップ (25) を取
り付けます ページ 30 。

6. ガンをマニホールドに取り付けます。ページ 29 
ページを参照してください。

バレルの取り外し
1. ガン整備の準備 ページ 29 の手順に従ってくださ

い。
2. エアキャップを取り外します ページ 30 。ガン

シュラウド (26) を外します。
3. 液体の取り付け金具ナット (35) を注意深くゆるめ

ます。チューブ (39) を取り付け金具 (32) から引
き出します。フェルール (33、34) とナットの両
方がチューブに付いたままであることを確認して
ください。図 24 を参照してください。

4. 調整ナット (16a) とアクチュエーターのアーム 
(15) を取り外します。図 23 を参照してください。

5. 2 本のネジ (19) を緩めます。図 24 を参照してく
ださい。

6. 片手でガン本体 (10) を持って、真っすぐに本体か
らバレル (1) を引き抜きます。図 24 を参照して
ください。

図 23. 作動装置のアームの調整

16a 15 16b 11b
E

0.125 インチ (3mm) の間隔

注
電源に損害を与えるのを避けるために、ガン本体 
(10) から真っすぐ反対方向にガンバレル (1) を引き
離します。必要に応じて、ガンバレルを横にゆっくり
動かしてガン本体からガンバレルを解放します。

図 24. バレルの取り外し

39

32

33, 34

35

19
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10



修理 

36 333025J

バレルの取り付け
図 25 を参照してください。
1. ガスケット (9) と接地スプリングが (6) が正しい

場所にあり、ガスケットのエア穴が正しく揃って
いることを確認します。損傷している場合は、ガ
スケットを交換します。

2. スプリングが電源 (7) の先端に設置されているこ
とを確認します。誘電体グリースを電源の先端に
十分に塗布します。バレル (1) を電源の上に、お
よびガンハンドル (10) の上に置きます。

3. バレルの 2 本のネジ (19) を交互に、そして均等
に力が加わるように締めます ( きっちり締まって
からさらに 1/4 回転、または 20  5 インチ - ポン
ド )。強く締め過ぎないでください。 

4. 液体チューブ (39) を流体の取り付け金具 (32) に
組み立てます。フェルール (33、34) が正しい位
置にあることを確認して、ナット (35) を締めま
す。

5. アクチュエーターのアーム (15)、ジャムナット 
(16a)、および調整ナット (16b) を取り付けて調
整します。ページ 35 ページを参照してください。

6. ガンの抵抗のテスト、 ページ 24 ぺージ 。
7. ガンのシュラウド (26) とエアキャップを取り付け

ます ページ 30 。
8. ガンをマニホールドに取り付けます。ページ 11 

ページを参照してください。

注
ガンバレルの損傷を防ぐため、ネジ (19) を締め付
けすぎることを避けてください。

図 25. バレルの取り付け
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電源の取り外しと交換
• 汚れや水分がないか、ガン本体の電源部の空洞を

点検します。清潔な、乾いた雑巾で掃除します。
• 溶剤にガスケット (9) をさらさないでください。

損傷している場合は、ガスケットを交換します。

1. ガン整備の準備 ページ 29 の手順に従ってくださ
い。

2. バレルの取り外し ページ 35 を参照してください。 

3. 手で電源 (7) をつかみます。横方向にゆっくり動
かしながら、ガン本体 (10) から電源 / タービンア
センブリを外して、それを慎重にまっすぐに外に
引き抜きます。

Smart モデルのみ : フレキシブル回路 (30) をガ
ン本体の上部にあるソケットから外します。

4. 損傷がないか、電源とタービンを点検します。

5. 電源 (7) をタービン (8) から分離させるには、
3 線リボンコネクタ (PC) を電源から外します。

スマートモデルのみでは : 電源から 6 ピンフレキ
シブル回路 (30) を外します。

タービンを上にスライドさせて、電源をオフにし
ます。

6. 電源の抵抗のテスト : ページ 25 を参照してくださ
い。必要に応じて電源を交換します。タービンの
修理方法については、 タービンの取り外しと交換 
ページ 38 を参照してください。 

7. 電源から 3 線リボンコネクタ (PC) の接続を外し
ます。

スマートモデルのみの場合 : 6 ピンフレキシブル回
路 (30) を電源に接続します。

リボンを前方で、電源の下に押し込みます。ター
ビン (8) を下に、電源 (7) の上にスライドさせま
す。

8. 電源 / タービンアセンブリを、ガン本体 (10) に挿
入します。接地ストリップ (EE) がガン本体に接し
ていることを確認してください。
Smart モデルでは: 6 ピンフレキシブル回路 (30) 
のコネクタの位置をガン本体上部のソケット (CS) 
と合わせます。図 26 を参照してください。
電源 / タービンアセンブリをガン本体内にスライド
させながら、コネクタをしっかりとソケットに押
し込みます。 

9. ガスケット (8)、接地スプリング (6)、および電源
スプリング (7a) が所定の場所にあることを確認し
てください。バレル (1) を本体 (10) に組み付けま
す。バレルの取り付け ページ 36 を参照してくだ
さい。

10. ガンの抵抗のテスト ページ 24 を参照してくださ
い。

注
電源 (7) を扱う際は、損傷しないように注意してく
ださい。

注
ケーブルへの損傷、および接地の導通が妨害される
可能性を避けるため、タービンの 3 線リボンケーブ
ル (PC) を上方、それから後方に曲げて、曲がった
部分が電源に面し、コネクタが上になるようにしま
す。

図 26. フレキシブル回路の接続 

図 27. 電源
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タービンの取り外しと交換 
タービンのベアリングは、2000 時間の動作後に交換
してください。部品番号 24N706 ベアリングキットを
注文します。キットに含まれる部品には ♦ の記号が付い
ています。図 27 ～ 図 29 を参照してください。

1. ガン整備の準備 ページ 29 を参照してください。

2. 電源 / タービンアセンブリを取り外して、タービン
の接続を外します。電源の取り外しと交換 ペー
ジ 37 を参照してください。

3. 3 線コネクタ (PC); の外側端子間の抵抗を測定し
ます。2.0 ～ 6.0 オームになるはずです。その範
囲外である場合、タービンコイル (8a) を交換しま
す。

4. マイナスドライバを使用して、ハウジング (8d) か
らクリップ (8h) を引き離します。薄刃またはドラ
イバを使用して、キャップ (8f) を取り外します。

5. 必要に応じて、ファン (8e) を回して、その羽根が
ハウジング (8d) の 4 つの軸受タブ (T) に当たら
ないようにします。

6. ファンとコイルアセンブリ (8a) をハウジング前部 
(8d) から押し出します。 

7. ファンの端が上向きの状態で、コイルアセンブリ 
(8a) を作業台で保持します。マイナスドライバを
使用して、ファン (8e) をシャフト (S) から引き離
します。

8. 上のベアリング (8b2) を取り外します。

9. 下のベアリング (8b1) を取り外します。

10. 新しい下のベアリング (8b1.) をシャフト (S) の長
い側に取り付けます。ベアリングのより平たい側
は、マグネット (M) の反対側に向ける必要があり
ます。ベアリングブレードがコイル (8a) の表面に
対して平坦になるように、コイルに取り付けます。

図 28. ファンの向き

T
8e♦

P

図 29. タービンの断面図

注
タービンの損傷を避けるために、マグネット (M) ま
たはシャフト (S) に傷を付けたり損傷させたりしな
いでください。ベアリングを分解および再組み立て
するときは、3 線コネクタ (PC) を挟んだり損傷さ
せたりしないでください。

PC 8h♦
8d 8b1♦ S

8g8aM8b2♦ 8f♦



修理

333025J 39

11. ベアリングのブレードがコイル (8a) の表面に対し
て平坦になるように、新しい上のベアリング 
(8b2.) をシャフトの短い側に押し付けます。ベア
リングのより平たい側は、コイルの反対側に向け
る必要があります。

12. ファンの端が上向きの状態で、コイルアセンブリ 
(8a) を作業台で保持します。ファン (8e.) をシャ
フト (S) の長い側に押しつけます。ファンの羽根
の向きは、 図 28 に示すとおりになっている必要が
あります。

13. コイルのピンをハウジングのスロットに揃えた状
態で、コイルアセンブリ (8a) を注意しながらハウ
ジング (8d.) の前面に押しつけます。3 線のコネク
タ (PC) は、ハウジングのタブの広い側のノッチに
合わせる必要があります。

14. ファン (8e) を回して、その羽根がハウジングの後
部にある 4 つのベアリングタブ (T) に当たらない
ようにします。下のベアリング (8b1) のブレード
がタブの位置に合っていることを確認してくださ
い。

15. コイルを完全にハウジング (8d.) 内に収めます。
クリップ (8h) で固定し、そのタブがハウジング内
のスロットとかみ合っていることを確認してくだ
さい。

16. O- リング (8g) が所定位置にあることを確認しま
す。キャップ (8f) を取り付けます。

17. タービンを電源に取り付けて、両方の部品をガン
本体に取り付けます。電源の取り外しと交換 ペー
ジ 37 を参照してください。

図 30. タービン
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部品
標準の Pro Xp Auto エアスプレーガンのモデル
LA1T10、標準コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2T10、標準コーティング、下部マニホールド、シリーズ B
LA1T16、静電高伝導コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2T16、静電高伝導コーティング、下部マニホールド、シリーズ B

LA1T16、LA2T16

LA2T10、LA2T16

1

トルクは 20 インチ - ポンド 
(2 N•m) まで

1
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LA1T10、標準コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2T10、標準コーティング、下部マニホールド、シリーズ B
LA1T16、静電高伝導コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2T16、静電高伝導コーティング、下部マニホールド、シリーズ B

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量

1 24W873 本体、ガンアセンブリ (9 を含む ) 1
2 パッキンロッドアセンブリ ページ 44 1
3 24N651 ニードル、電極 (LA1T10、LA2T10) 1

24N704 ニードル、電極、高摩耗 (LA1T16、LA2T16) 1
4 24N616 ノズル、液体 ; 4a および 4b を含む 

(LA1T10、LA2T10)
1

25N833 ノズル、液体、高摩耗 ; 4a および 4b を含む 
(LA1T16、LA2T16)

1

4a 24N645 O- リング、導電性 1
4b 111507 O- リング ; フルオロエラストマー 1
5 185111 スプリング、圧縮 1
6 197624 スプリング、圧縮 1
7 24N661 電源、85 kV 1
7a 24N979 スプリング 1
8 24N664 タービンアセンブリ ページ 45 1
8g■ 110073 O- リング 1

9■♦ 25N921 ガスケット、バレル

10 24W379 本体、アセンブリ、Auto XP 標準 
(18 および 19 を含む )

1

11 24W396 ピストン、アセンブリ、作動、自動 1
11a 17B704 O リング 1
11b 111504 O リング 2
11c 112319 O リング 2
11d 111508 O リング 1
12 112640 スプリング、圧縮 1
13 24W397 CAP、ピストン、作動 1
14 513505 ワッシャ、プレーン #10 SST 1
15 24W398 ARS、液体アクチュエーター、

XP (16 を含む数量 2)
1

16 100166 ナット、フル六角 2
18■ 111450 パッキン、O リング 7

19 24N740 ネジ、ES ガン (2 個パック ) 4
20 24W392 マニホールド、後部インレット、LA1T10、

LA1T16 
(18, 21, 23, 27, 28, 29, 30, 31 を含む )

1

24W393 マニホールド、下部インレット、LA2T10、
LA2T16 (18, 21, 23, 27, 28, 30, 31 を含む )

1

21 24W399 ネジ、修正済み、1/4-20, XP Auto 
(2 個パック )

1

23 24W411 取り付け金具、アダプター、
M12 TO 1/4、LH、XP

1

24 24N644 リング、リテーナー、アセンブリ、24a を含む 1

24a■ 198307 パッキン、U カップ ; UHMWPE 1

25 24N477 エアキャップ、機械式、黒 1
26 24W388 カバー、シュラウド、Auto XP 1
27 114263 取り付け金具、コネクター、雄 1
28 115950 取り付け金具、コネクター、1/4npt (M)、

5/16T
3

29 110465 ネジ、セット (LA1T10、LA1T16 のみ ) 2
30 102207 ネジ、セット、SCH 2
31 24X299 取り付け金具、マニホールド、後部 

(LA1T10、LA1T16) 18 を含む数量 1
1

24X300 取り付け金具、マニホールド、下部 
(LA2T10、LA2T16) 18 を含む数量 1

1

32 24X297 取り付け金具、液体、A/S、後部 
(LA1T10、LA1T16) 18 を含む数量 1

1

24X298 取り付け金具、液体、下部 
(LA2T10、LA2T16) 18 を含む数量 1、
19 を含む数量 1

1

33*‡ 111286 フェルール、前面 2
34*‡ 111285 フェルール、後面 2
35‡ 112644 ナット、スウェージロック 1
36‡ 102982 パッキン、O リング 1
37‡ 24N658 取り付け金具、液体バレル 

(LA1T10、LA2T10)
1

25N851 取り付け金具、液体バレル 
(LA1T16、LA2t16)

1

39 24W385 液体チューブ 1
43 116553 グリース、誘導体 ; 

30 ml (1 オンス ) チューブ ( 非表示 )
1

44▲ 16P802 標識、 警告 1

46▲ 179791 タグ、 警告 1

48 276741 マルチツール ( 取り付けられずに出荷 ) 1
75‡ 25N922  静電高伝導液体チューブアセンブリ ページ 46 

を参照してください。
1

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカードは無料でご入手いただ
けます。

■ エアシール修理キット 24W390 に含まれます ( 別売り )。

* 液体シール修理キット 24W391 に含まれます ( 別売り )

♦ タービンアセンブリ 24N664 に含まれます ( 別売り )。
タービンアセンブリ ページ 45 を参照してください。

‡ 静電高伝導液体チューブアセンブリ 25N922 に付属 ( 別売 )。
静電高伝導液体チューブアセンブリ ページ 46 を参照してくださ
い。

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量
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Smart Pro Xp Auto エアスプレーガンのモデル
LA1M10、標準コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2M10、標準コーティング、下部マニホールド、シリーズ B
LA1M16、静電高伝導コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2M16、静電高伝導コーティング、下部マニホールド、シリーズ B

LA1M16, LA2M16

LA2M10, LA2M16

トルクは 20 インチ - ポンド 
(2 N•m) まで

1

1
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LA1M10、標準コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2M10、標準コーティング、下部マニホールド、シリーズ B
LA1M16、静電高伝導コーティング、後部マニホールド、シリーズ B
LA2M16、静電高伝導コーティング、下部マニホールド、シリーズ B

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量

1 24W873 本体、ガンアセンブリ (9 を含む ) 1
2 パッキンロッドアセンブリ ページ 44 1
3 24N651 ニードル、電極 (LA1M10、LA2M10) 1

24N704 ニードル、電極、高摩耗 
(LA1M16、LA2M16)

1

4 24N616 ノズル、液体 ; 4a および 4b を含む 
(LA1M10、LA2M10)

1

25N833 ノズル、液体、高摩耗 ; 4a および 4b を含む 
(LA1M16、LA2M16)

1

4a 24N645 O- リング、導電性 1
4b 111507 O- リング ; フルオロエラストマー 1
5 185111 スプリング、圧縮 1
6 197624 スプリング、圧縮 1
7 24N661 電源、85 kV 1
7a 24N979 スプリング 1
8 24N664 タービンアセンブリ ページ 45 1
8g■ 110073 O- リング 1

9■♦ 25N921 ガスケット、バレル

10 24W383 本体、アセンブリ、Auto XP スマート、
後部 (18 および 19 を含む )

1

24W868 本体、アセンブリ、Auto XP スマート、
下部 (18 および 19 を含む )

1

11 24W396 ピストン、アセンブリ、作動、自動 1
11a 17B704 O リング 1
11b 111504 O リング 2
11c 112319 O リング 2
11d 111508 O リング 1
12 112640 スプリング、圧縮 1
13 24W397 CAP、ピストン、作動 1
14 513505 ワッシャ、プレーン #10 SST 1
15 24W398 ARM、液体アクチュエーター、

XP (16 を含む数量 2)
1

16 100166 ナット、フル六角 2
18■* 111450 パッキン、O リング 7

19 24N740 ネジ、ES ガン (2 個パック ) 4
20 24W392 マニホールド、後部インレット、

Auto XP LA1M10、LA1M16 
(18, 21, 23, 27, 28, 29, 31 を含む )

1

24W393 マニホールド、下部インレット、
Auto XP LA2M10、LA2M16 
(18, 21, 23, 27, 28, 29, 31 を含む )

1

21 24W399 ネジ、修正済み、1/4-20, 
XP Auto (2 個パック )

1

23 24W411 取り付け金具、アダプター、M12 TO 1/4、
LH、XP

1

24 24N644 リング、リテーナー、アセンブリ、
24a を含む

1

24a■ 198307 パッキン、U カップ ; UHMWPE 1

25 24N477 エアキャップ、機械式、黒 1
26 24W388 カバー、シュラウド、Auto XP 1
27 114263 取り付け金具、コネクター、雄 1
28 115950 取り付け金具、コネクター、1/4npt (M)、

5/16T
3

29 110465 ネジ、セット (LA1M10、LA1M16 のみ ) 2
30 245265 回路、フレキシブル、アセンブリ 1
31 24X299 取り付け金具、マニホールド、後部 

(LA1M10、LA1M16) 18 を含む数量 1
1

24X300 取り付け金具、マニホールド、下部 
(LA2M10、LA2M16) 18 を含む数量 1

1

32 24X297 取り付け金具、液体、A/S、後部 
(LA1M10、LA1M16) 18 を含む数量 1

1

24X298 取り付け金具、液体、下部 
(LA2M10、LA2M16) 18 を含む数量 1、
19 を含む数量 1

1

33*‡ 111286 フェルール、前面 2
34*‡ 111285 フェルール、後面 2
35‡ 112644 ナット、スウェージロック 1
36‡ 102982 パッキン、O リング 1
37‡ 24N658 取り付け金具、液体バレル 

(LA1M10、LA2M10)
1

25N851 取り付け金具、液体バレル 
(LA1M16、LA2M16)

1

39 24W385 液体チューブ 1
43 116553 グリース、誘導体 ; 

30 ml (1 オンス ) チューブ ( 非表示 )
1

44▲ 16P802 サイン、 警告 (図 示なし ) 1

46▲ 179791 タグ、 警告 (図 示なし ) 1

48 276741 マルチツール ( 取り付けられずに出荷 ) 1
75‡ 25N922  静電高伝導液体チューブアセンブリ ペー

ジ 46 を参照してください。
1

80 24W035 制御モジュール、Pro Xp Auto ( 図示なし、
332989 参照 ) 別途購入品です。

▲ 交換警告ラベル、サイン、タグおよびカードは無料でご入手いただ
けます。

■ エアシール修理キット 24W390 に含まれます ( 別売り )。

* 液体シール修理キット 24W391 に含まれます ( 別売り )

♦ タービンアセンブリ 24N664 に含まれます ( 別売り )。
タービンアセンブリ ページ 45 を参照してください。

‡ 静電高伝導液体チューブアセンブリ 25N922 に付属 ( 別売 )。
静電高伝導液体チューブアセンブリ ページ 46 を参照してくださ
い。

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量
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パッキンロッドアセンブリ
部品番号 24N655 85 kV パッキンロッドアセンブリ
アイテム 2a-2k を含む

2b‡

2e

2h‡

2c‡
2d‡

2f

2g

2a‡

2j✿2k✿

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量

2a‡ 111316 O- リング 1
2b‡ 116905 シール 1
2c‡ 178409 パッキン、液体 1
2d‡ 178763 パッキン、ニードル 1
2e 24N703 棒、パッキン、85 kV ガン

（アイテム 2j および 2k を含む）
1

2f 197641 ナット、パッキン 1
2g 185495 ハウジング、パッキン 1

2h‡ 186069 スペーサー、パッキン 1
2j✿ -------- ナット、引き金調整 ( アイテム 2e の部品 ) 1
2k✿ -------- ナット、引き金調整 ( アイテム 2e の部品 ) 1

‡ これらの部品は、液体シール修理キット 24W391 ( 別売品 ) に付属
しています。

✿ これらの部品は、引き金調整ナットキット 24N700 ( 別売 ) に付属
しています。

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量
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タービンアセンブリ
部品番号 24N664 タービンアセンブリ

8f♦

8d♦

8e♦
8g*

8b1♦

8a

8b2♦

8h♦

8c

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量

8a 24N705 コイル、タービン 1
8b 24N706 ベアリングキット（二つのベアリング、アイテ

ム 8e ファンおよび一つのアイテム 8h クリッ
プを含む）

1

8c 24Y264 シャフトキット 
( シャフトとマグネットを含む )

1

8d 24N707 ハウジング：アイテム 8f を含む。 1
8e ------ ファン ; アイテム 8b の部品 1
8f ------ キャップ、ハウジング：アイテム 8d のパーツ 1
8g* 110073 O- リング 1

8h 24N709 クリップ ; 5 個入りパッケージ 
( アイテム 15b に 1 つのクリップが含まれて
いる )

1

9* 25N921 ガスケット、バレル ( 非表示 ) ページ 40 を参
照してください。

1

* これらの部品はエアシール修理キット 24W390 ( 別売り ) に付属
しています。

♦ これらの部品はベアリングキット 24N706 ( 別売品 ) に付属して
います。

「---」と記されている部品は、別途購入できません。

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量
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静電高伝導液体チューブアセンブリ
部品番号 25N922 静電高伝導液体チューブアセンブリ
モデル LA1T16、LA2T16、LA1M16、LA2M16

34

35

33

33

34
36

37

75a

75b

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量

33 111286 口輪 2
34 111285 口輪 2
35 112644 ナット、ブラケット 1
36 102982 パッキン、O リング 1

37 25N851 取り付け金具、液体バレル 1
75a -------- チューブ、液体 1
75b -------- カバー 1

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量
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ロボットマウントブラケットアセンブリ
部品番号 24X820 取り付けブラケットアセンブリ
付属アイテム 

注 : アラインメント穴 (A) により、どちらのガンタイ
プでも、ガンのスプレー角度を 60° または 90° に向
けることができます。

204

206

207

204
202

201

A 203

205

参照番
号 番号 部品番号 説明 数量

201 - - - プレート、取付け 1
202 - - - LEG 2
203 - - - スペーサー 2
204 112222 ネジ、キャップ、1/4-20 x 1.0 インチ 8
205 GC2042 ワッシャ、フェンダー 2
206 111788 ネジ、キャップ、1/4-20 x 0.75 インチ 4
207 17A612 キャップネジ、10-24 x 0.5 インチ 4

- - - ロボットアダプタープレート ( 非表示 ; 別注 ); 
表 4 、 ページ 48
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表 4 ロボットアダプタープレート

アダプター
プレート

ロボット ボルトサークル 取り付けネジ 位置決めピン
サークル

位置決めピ
ン

24Y128 MOTOMAN EPX1250 27.5 mm 
(1.083 インチ )

4X M5 x 0.8 27.5 mm 
(1.083 インチ )

5 mm

24Y129
MOTOMAN PX1450

32 mm
(1.260 インチ ) 8X M6 x 1.0 - - - - - -MOTOMAN EPX2850、

3 ロールタイプ

24Y634

MOTOMAN EPX2050
102 mm

(4.02 インチ ) 6X M6 x 1.0 102 mm
(4.02 インチ ) 2X 4 mmABB IRB 580

ABB IRB 5400

24Y650

MOTOMAN EPX2700

102 mm
(4.02 インチ ) 6X M6 x 1.0 102 mm

(4.02 インチ ) 2X 5 mm

MOTOMAN EPX2800

MOTOMAN EPX2900

KAWASAKI KE610L

KAWASAKI KJ264

KAWASAKI KJ314

24Y172 ABB IRB 540 36 mm
(1.42 インチ )

3X M5 - - - - - -

24Y173 ABB IRB 1400 40 mm
(1.58 インチ )

4X M6 - - - - - -

24Y768

FANUC PAINT 
MATE 200iA 31.5 mm

(1.24 インチ ) 4X M5 31.5 mm
(1.24 インチ ) 1X 5 mm

FANUC PAINT 
MATE 200iA/5L

24Y769 FANUC P-145 100 mm
(3.94 インチ )

6X M5 100 mm
(3.94 インチ )

1X 5 mm
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アクセサリー
スマートモデルのアクセサリーと光ファイ
バーケーブル

ガン用光ファイバーケーブル
図 7 、 ページ 13 のアイテム V を参照してください。
ガンマニホールドと Pro Xp Auto 制御モジュールを接
続。332989 を参照。

エアラインアクセサリー

部品番号 説明
24W035 Pro Xp Auto 制御モジュール。詳細は 332989 を参

照。

後部マニホールド付き型 
( 型番 LA1xxx または HA1xxx)
部品番号 説明
24X003 光ファイバーケーブル、25 ft (7.6 m)
24X004 光ファイバーケーブル、50 ft (15 m)
24X005 光ファイバーケーブル、100 ft (30.5 m)

下部マニホールド付き型 
( 型番 LA2xxx または HA2xxx)
部品番号 説明
24X006 光ファイバーケーブル、25 ft (7.6 m)
24X007 光ファイバーケーブル、50 ft (15 m)
24X008 光ファイバーケーブル、100 ft (30.5 m)

光ファイバーケーブルキット
24W875 損傷したケーブルアセンブリの端を交換するために必

要な部品。

AirFlex ™ フレキシブル接地エアホース ( 灰 )
100 psi (7 bar, 0.7 MPa) 最大使用圧力
0.315 インチ (8 mm)ID; 1/4 npsm(f)x 1/4 npsm(f) 左巻きネジ
部品番号 説明
244963 6 フィート (1.8 m)
244964 15 フィート (4.6 m)
244965 25 フィート (7.6m)
244966 36 フィート (11m)
244967 50 フィート (15m）
244968 75 フィート (23m)
244969 100 フィート (30.5 m)

標準接地エアホース ( 灰 )
100 psi (7 bar, 0.7 MPa) 最大使用圧力
0.315 インチ (8 mm)ID; 1/4 npsm(f)x 1/4 npsm(f) 左巻きネジ
部品番号 説明
223068 6 フィート (1.8 m)
223069 15 フィート (4.6 m)
223070 25 フィート (7.6m)
223071 36 フィート (11m)
223072 50 フィート (15m）
223073 75 フィート (23m)
223074 100 フィート (30.5 m)

接地済みエアホース、ステンレス鋼編組接地経路 ( 赤 )
100 psi (7 bar, 0.7 MPa) 最大使用圧力
0.315 インチ (8 mm)ID; 1/4 npsm(f)x 1/4 npsm(f) 左巻きネジ 
部品番号 説明
235068 6 フィート (1.8 m) 
235069 15 フィート (4.6 m)
235070 25 フィート (7.6m)
235071 36 フィート (11m)
235072 50 フィート (15m）
235073 75 フィート (23m)
235074 100 フィート (30.5 m)

ブリード型マスターエアバルブ
300 psi (21 bar, 2.1 MPa) 最大使用圧力
このバルブを閉じると、バルブとポンプエアモーターの間のエアラ
インに閉じ込められた空気が放出されます。
部品番号 説明
107141 3/4 npt

エアライン遮断バルブ
150 psi (10 bar, 1.0 MPa) 最大使用圧力
ガンへの空気量の ON・OFF 調整用。
部品番号 説明
224754 1/4 npsm(m) x 1/4 npsm(f) 左巻きネジ
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液体ラインアクセサリー

システムアクセサリー

サイン

丸型スプレーキット
丸型スプレーエアキャップへの標準エアスプレーガンの変換
用

液体再循環取り付け金具
5000 psi (340 bar, 34 MPa) 最高使用圧力

テスト装置

ガンアクセサリー

変換・修理キット

液体ホース
225 psi (14 bar, 1.4 MPa) 最高使用圧力
1/4 インチ (6mm) 内径、3/8 npsm(fbe)、ナイロン。
部品番号 説明
215637 25 フィート (7.6m)
215638 50 フィート (15.2 m)

液体シャットオフ / ドレンバルブ
500 psi (35 bar, 3.5 MPa) 最高使用圧力
ガンへの流体量の ON・OFF 調整、及びポンプの液体ライン圧の緩
和用。
部品番号 説明
208630 1/2 npt(m) x 3/8 npt(f); 炭素鋼及び PTFE; 非腐食

性溶剤用

ガン取り付け型液体レギュレーター
100 psi (7 bar, 0.7 MPa) 最大使用圧力
部品番号 説明
236854 液体を正確に制御できるようガンのマニホールドに直

接取り付ける、エアパイロット液体レギュレーター。

部品番号 説明
222011 スプレーエリアにおけるポンプと他の部品と機器の接

地用の接地線。12 ゲージ、7.6 m (25 ft)

部品番号 説明
16P802 英語の警告サイン 無料で Graco から入手可能です。

部品番号 説明
24X794 大型パターンキット
25N837 中型パターンキット
25N836 小型パターンキット

部品番号 説明
24X634 ガンの液体インレット取り付け金具に直接取り付ける

ステンレス鋼の再循環取り付け金具。1/4-18 npsm 
インレットおよびアウトレット

部品番号 説明
241079 メガオームメーター 500 V 出力、0.01-2000 メガ

オーム。接地の導通とガンの抵抗のテストに使用。
危険区域では使用できません。

722886 塗料抵抗計 流体抵抗率テストに使用。説明書 
307263 を参照してください。危険区域では使用でき
ません。 

722860 塗料プローブ。流体抵抗率テストに使用。説明書 
307263 を参照してください。危険区域では使用でき
ません。

245277 テスト装置、高電圧プローブ、および kV メーター 整
備時にガンの静電電圧、およびタービンと電源の状態
をテストするために使用。取扱説明書 309455 を参照
して下さい 24R038 変換キットも必要。

24R038 電圧テスター変換キット。245277 テストフィクス
チャーを Pro Xp ガンタービンで使用できるように変
換。説明書 406999 を参照してください。

部品番号 説明
105749 清掃ブラシ
111265 非シリコーン潤滑油、4 オンス (113g)
116553 誘電体グリース。 1 オンス (30ml)
24V929 ガンカバー

部品番号 説明
25N922 PRO Auto XP 標準コーティングガン ( 部品番号 

LAXT10) を静電高伝導ガン (LAXT16) に変換します。
キットは、低抵抗の液体で使用します。ページ 17 
ページを参照してください。

24W390 エアシール修理キット
24W391 液体シール修理キット
24N706 タービンベアリング修理キット
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エアキャップと液体ノズル

液体ノズル選択チャート

怪我のリスクを減少するために、液体ノ
ズル及びエアキャップを取り外すか、あ
るいは取り付ける前には、 圧力開放手順 
に従ってください。

液体ノズル
の部品番号

開口部サイズ、
mm ( インチ ) 色 説明

24N619 0.55 (.022) 黒

標準ノズル (STD)
標準コーティング用

24N613 0.75 (.029) 黒
26D094 0.9 (.035) 黒
25N895 1.0 (.042) 緑
25N896 1.2 (.047) グレー
24N616 1.5 (.055) 黒
25N897 1.8 (.070) 茶
24N618 2.0 (.079) 黒
25N831 1.0 (.042) 緑

精密高摩耗ノズル (PHW) 
硬化 SST シートおよび耐損傷性 SST チップ付き、標準コーティ
ング、研磨材及び金属用 

25N832 1.2 (.047) グレー
25N833 1.5 (.055) 黒
25N834 1.8 (.070) 茶
24N620 0.75 (.029)

青 高摩耗ノズル (HW) 
硬化セラミックシート付き、研磨剤と金属用

24N621 1.0 (.042)
24N622 1.2 (.047)
24N623 1.5 (.055)
24N624 1.8 (.070)
24N625 2.0 (.079)

24N729 --------- 黒 丸型スプレーの大きいパターンノズル、 大きいパターンの丸型ス
プレーエアキャップのみで使用

25N835 --------- 黒 丸型スプレーの中または小さいパターンノズル、 中または小さい
パターンの丸型スプレーエアキャップのみで使用
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液体ノズル性能チャート
以下の手順に従って、用途に適した液体ノズルを選択
してください。

1. 液体ノズル性能チャートごとに、希望の流量と粘
度に対応するグラフ上の点を探します。グラフご
とに、鉛筆で点にしるしを付けます。

2. 各グラフの縦の太線は、そのノズルサイズでの目
標流量を表しています。しるしを付けた点が縦の
太線に最も近いのはどのグラフかを判断します。
これが希望の用途に対する推奨ノズルサイズです。
目標流量を大幅に超えると、流体粘度が大きくな
りすぎて、スプレー性能の低下につながる可能性
があります。

3. しるしを付けた点から、縦軸に移動して、必要な
液体圧力を見つけます。必要な圧力が高過ぎる場
合、次に大きいノズルサイズを使用します。液体
圧力が低過ぎる場合 (<0.35 bar, 3.5 kPa, 5 psi)、
次に小さなサイズのノズルを使用します。

液体ノズル性能チャートのキー
注 : 液体圧力はスプレーガンインレットで測定したも
のです。

260 センチポイズの液体

160 センチポイズの液体

70 センチポイズの液体

20 センチポイズの流体

表 5：開口部サイズ : 0.55 mm 
(0.022 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min

表 6：開口部サイズ : 0.75 mm 
(0.030 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min

表 7：開口部サイズ : 1.0 mm 
(0.040 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min
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表 8：開口部サイズ : 1.2 mm 
(0.047 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min

表 9：開口部サイズ : 1.5 mm 
(0.059 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min

表 10：開口部サイズ : 1.8 mm 
(0.070 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min

表 11：開口部サイズ : 2.0 mm 
(0.079 インチ )

液体圧力

bar、psi

液体流量 : オンス /min、cc/min
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エアキャップ選択チャート

エアキャップを選択する場合、このセクションの
チャートをご使用ください。

• 複数のエアキャップによってご希望の仕上げ要件
が満たされることを留意してください。

• エアキャップ を選択する場合は、コーティング特
性、部品形状、パターン形状、パターンサイズお
よびオペレーターの嗜好を考慮してください。

注 : 次のチャートに記載されているすべてのエア
キャップのパターン形状と長さは、以下の条件で測定
されました。パターン形状と長さは材料に依存します。
エア圧力はガンのインレットで測定したものです。

• 対象物までの距離 : 10 インチ (254mm)

• 噴霧化エア圧力 : 20 psi (138 kPa、1.38 bar)

• ファンエア圧力 : 20 psi (138 kPa、1.38 bar)

• 液体流量 : 10 オンス / 分 (300 cc/ 分 )

怪我のリスクを減少するために、液体ノズ
ル及びエアキャップを取り外すか、あるい
は取り付ける前には、 圧力開放手順 に
従ってください。
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パターン形状
注 : パターン形状は、材料の粘度、流量および空気圧設定によって影響されます。ガンは、あらゆる条件下で意図
された設計形状を維持できない場合があります。

• 最良の仕上げと移送効率を得るために、丸形パターン には、渦巻き、低速、丸型コーンパターンがあります。

• ファンパターン には丸型端とテーパー端の 2 つのスタイルがあります。

• 丸型端を持ったファンパターン は用途が広いです。これらはあらゆる用途に使用でき、小さな部品や小割
塗装に対してしばしば最適な選択肢となります。

• テーパー端 を持ったファンパターン は、 塗料が重なり合うときに均一なコーティング厚みを得るために最
適です。
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一般的ファンパターンエアキャップ : 説明

一般的ファンパターンエアキャップ : 仕様

部品番号 色 説明 使用に関する指針
24N477 黒 標準 最も用途の広いエアキャップ 殆どの材料および用途に対して推奨されます。クラス 

A 仕上 24W279 緑
24N438 黒 代替 噴霧化エアの交互配列の標準エアキャップに類似しています
24N376 黒 長いパターン 塗料が重なり合うときに大型部品を塗装するために最適化した最長スプレーパター

ン 24N276 青
24N277 赤
24N278 緑
24N274 黒 短いパターン 重複通過による塗装に対して最適化したより短いパターン

部品番号 色 説明 パターン
形状

公称パターン
長さ インチ
(mm)

推奨液体粘度 * 推奨生産速度 ** 噴霧化 清浄度

24N477 黒 標準 丸型端 15-17 
(381-432)

低～中 標準 最良 適切
24W279 緑
24N438 黒 代替 丸型端 15-17 

(381-432)
低～中 標準 最良 適切

24N376 黒 長いパターン テーパー
端

17-19 
(432-483)

低～中 標準 より良い より良
い24N276 青

24N277 赤
24N278 緑
24N274 黒 短いパターン テーパー

端
12-14 
(305-356)

低～中 標準 適切 最良

* 推奨液体粘度、 70°F (21°C) 時のセンチポイズ (cp) 値
センチポイズ = センチストークス x 流体の比重

** 推奨生産速度

低～中 20–70 cp 標準 300cc/min ～ 500cc/min (10 oz/min ～ 17 oz/min)
中～重 70–360 cp 低 100 cc/min ～ 300 cc/min (3 oz/min ～ 10 oz/min)
ハイソリッド 360+ cp 高 500cc/min ～ 600cc/min (17 oz/min ～ 20 oz/min)

非常に高 600cc/min ～ 750cc/min (20 oz/min ～ 25 oz/min)
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特殊ファンパターンエアキャップ : 説明

特殊ファンパターンエアキャップ : 仕様

*** ソフトなスプレーのエアキャップは、3.5 オンス /min (100 cc/min) に調整した液体流量で測定した。

部品番号 色 説明 使用に関する指針
25E670 黒 ソフトなスプ

レー
低速移動スプレーパターンによる小さな軽量部品の塗装用 低い生産速度用に最適化さ
れている。

24N275 黒 航空産業 航空産業コーティング用に最適化されている。
• クラス A 仕上
• 低、中および高粘度、およびハイソリッドコーティング
• 非常に高い生産速度

24N279 黒 ソリッド 標準生産速度における中および高粘度、およびハイソリッドコーティング用に最適化
されています。

24N439 黒 ソリッド高流
量

2.0 mm ノズル用が必要です。高生産速度における中および高粘度、およびハイソ
リッドコーティング 用に最適化されています。

25E671 黒 HVLP HVLP が必要とされる用途用

部品番号 色 説明 パターン
形状

公称パターン
長さ インチ 
(mm)

推奨液体粘度 * 推奨生産速度 ** 噴霧化 清浄度

25E670 黒 ソフトなスプ
レー

丸型端 10-12 
(254-305)***

低～中 低 より良い 適切

24N275 黒 航空産業 テーパー端 14-16 
(356-406)

低、中および高粘
度、およびハイソ
リッド

非常に高 適切 最良

24N279 黒 ソリッド 丸型端 14-16 
(356-406)

中～高粘度および
ハイソリッド 

標準 最良 適切

24N439 黒 ソリッド高流
量

テーパー端 11-13 
(279-330)

中～高粘度および
ハイソリッド

高 最良 より良
い

25E671 黒 HVLP 丸型端 14-16 
(356-406)

低～中 標準 適切 適切

* 推奨液体粘度、21°C (70°F) 時のセンチポイズ (cp) 値
センチポイズ = センチストークス x 流体の比重

** 推奨生産速度

低～中 20–70 cp 標準 300cc/min ～ 500cc/min (10 oz/min ～ 17 oz/min)
中～重 70–360 cp 低 100 cc/min ～ 300 cc/min (3 oz/min ～ 10 oz/min)
ハイソリッド 360+ cp 高 500cc/min ～ 600cc/min (17 oz/min ～ 20 oz/min)

非常に高 600cc/min ～ 750cc/min (20 oz/min ～ 25 oz/min)
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丸型パターンエアキャップ：説明

丸型パターンエアキャップ：仕様

部品番号 色 説明 使用に関する指針
24X794 黒 大型パターン 8 インチ (20 cm) までの大き目のパターン用の従来の丸型パターン設計 最良の仕

上げと移送効率を得るための、渦巻き、低速、丸型コーンパターン 
25N837 黒 中型パターン 低エアフローにおける噴霧化を改善するの為のデュアルインナーおよびアウター

噴霧化エア設計 6 インチ (15 cm) までの中型パターン用 最良の仕上げと移送効
率を得るための、渦巻き、低速、 丸型コーンパターン

25N836 黒 小さいパターン 低エアフローにおける噴霧化を改善するの為のデュアルインナーおよびアウター
噴霧化エア設計 4 インチ (10 cm) までの小型パターン用 最良の仕上げと移送効
率を得るための、渦巻き、低速、丸型コーンパターン

部品番号 色 説明 パターン
形状

公称パ
ターン直
径 インチ
(mm)

推奨液体粘度 * 推奨生産速度 噴霧化 清浄度

24X794 黒 大型パターン 丸型端 8 (203) 低～中 低 適切 適切
25N837 黒 中型パターン 丸型端 6 (152) 低～中 低 より良い 適切
25N836 黒 小さいパターン 丸型端 4 (102) 低～中 低 より良い 適切

* 推奨液体粘度、70°F (21°C) 時のセンチポイズ (cp) 値
センチポイズ = センチストークス x 流体の比重

** 推奨生産速度

低～中 20–70 cp 標準 300cc/min ～ 500cc/min (10 oz/min ～ 17 oz/min)
中～重 70–360 cp 低 100 cc/min ～ 300 cc/min (3 oz/min ～ 10 oz/min)
ハイソリッド 360+ cp 高 500cc/min ～ 600cc/min (17 oz/min ～ 20 oz/min)

非常に高 600cc/min ～ 750cc/min (20 oz/min ～ 25 oz/min)
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電極選択チャート

怪我のリスクを減少させるために、電極
を取り外す前もしくは取り付ける前に、 
圧力開放手順 に従ってください。

電極部品番号 色 説明 使用に関する指針
24N651 グレー 標準 (STD) スナップバックワイヤー付き電極アセンブリ

標準ワイヤーは、研削液の摩耗に対して抵抗性があり、破
損部の取り扱いにも強い。

24N856 グレー 短い ショートスナップバックワイヤー付き電極アセンブリ

ショートワイヤーは、利便性の為に、エアキャップの近く
にワイヤーを位置決めするロープロファイル設計です。

極端な磨耗材の場合、電極ワイヤーの摩耗寿命を伸ばすた
めに、ショートワイヤーを使用してください。

25N704 青 高摩耗 (HW) ハードワイヤー付き電極アセンブリ

ハードワイヤーは曲げることが可能で、取り扱いによって
損傷してもスナップバックしません。

磨耗材の場合、ワイヤーの摩耗寿命を伸ばすために、高摩
耗電極 を使用してください。

25N857 茶 硬化 硬化カーバイドワイヤー付き電極アセンブリ

硬化ワイヤーは、標準ワイヤーや高摩耗ワイヤーよりも取
り扱いによって折れやすい。

極端な磨耗材の場合、ワイヤーの摩耗寿命を伸ばすため
に、硬化電極 を使用してください。



寸法

333025J 61

寸法
後部インレットマニホールド

下部インレットマニホールド
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ロボットマウントガンの寸法
ボトムマニホルドガンを中空アームのロボットに取り付けた場合の典型的な構成。

図 31. 寸法、ボトムマニホルドガン、60° の ポジション

A B C D E
9.5 インチ
(24.1 cm)

13.7 インチ
(34.8 cm)

13.0 インチ
(33.0 cm)

2.3 インチ
(5.8 cm)

6.7 インチ
(17.0 cm)

注: ガンはロボットマウントブラケット 24X820 に、60° のスプレー設定で取り付けたものとして描かれています。
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ボトムマニホルドガンを中空アームのロボットに取り付けた場合の典型的な構成。

図 32. 寸法、ボトムマニホルドガン、90° の ポジション

A B C D E
10.1 インチ 
(25.7 cm)

11.2 インチ 
(28.4 cm)

9.5 インチ
(24.1 cm)

4.5 インチ 
(11.4 cm)

5.7 インチ 
(13.0 cm)

注: ガンはロボットマウントブラケット 24X820 に、90° のスプレー設定で取り付けたものとして描かれています。
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リアマニホルドガンをロボットに取り付けた場合の代替の構成。

図 33. 寸法、リアマニホルドガン、60° の ポジション
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6.7 インチ
17.0 cm)

注: ガンはロボットマウントブラケット 24X820 に、60° のスプレー設定で取り付けたものとして描かれています。
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リアマニホルドガンをロボットに取り付けた場合の代替の構成。

図 34. 寸法、リアマニホルドガン、90° の ポジション
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(11.4 cm)

5.7 インチ 
(14.5 cm)

注: ガンはロボットマウントブラケット 24X820 に、90° のスプレー設定で取り付けたものとして描かれています。
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エアフロー
このガンは、170 l/ 分 (6 scfm) のタービンエアフロー ( 技術仕様参照 ) を必要とします。次のグラフは追加のエ
ア消費量を示します。たとえば、ファンと噴霧化エアの両方が 30 psi（2.1 バー）のインレット圧力に設定されて
いる場合、ガンは約 5 scfm (142 l/ 分 ) のファンエアと約 （7 scfm (198 l/ 分）の噴霧化エアを使用します。
タービンエアにこれらの量を追加して、合計 18 scfm (510 l/ 分）のエア消費量を達成します。エアフローはエア
キャップ 24N477 を使用してテストされました。
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技術仕様

California Proposition 65

Pro Xp Auto エアスプレーガン
米国 メートル法

最大使用圧力 100 psi 0.7 MPa、7 bar
最高使用エア圧力 100 psi 0.7 MPa、7 bar
最高動作液温 120°F 48°C

塗料抵抗率の範囲 3 メガオーム /cm ～ 無限 異なる抵抗レベルでの静電結果の表に
ついては、 液体抵抗性の確認 ページ 15 を参照してください。

短絡回路電流出力 125 microamperes
ガン重量 ( 概算 ) 2.6 lb 1.2 kg
エア消費量

所望のタービンエアフロー 6 scfm 170 l/ 分
30 psi (2 bar) の噴霧化エアでのエアキャッ
プ 24N477 の合計エアフローとファンエアイ
ンレット圧力

18 scfm 510 l/ 分

電圧出力
標準モデル 85 kV
スマートモデル 40 ～ 85 kV
ノイズ (dBa)

音圧 (ISO 標準 9216 に準拠して測定 ) 40 psi 時：90.4 dB (A)
100 psi 時：105.4 dB (A)

0.28 MPa/2.8 bar 時：90.4dB (A)
0.7 MPa/7 bar 時 : 105.4dB (A)

音圧 ( ガンから 1 m の距離で測定 ) 40 psi 時：87 dB (A)
100 psi 時：99 dB (A)

0.28 MPa/2.8 bar 時 : 87 dB (A)
0.7 MPa/7 bar 時 : 99 dB (A)

インレット / アウトレットのサイズ
エアインレット取り付け金具、左巻きネジ 1/4 npsm(m)
噴霧化エアインレット取り付け金具 5/16 インチ (8 mm) 外径、ナイロンチューブ
ファンエアインレット取り付け金具 5/16 インチ (8 mm) 外径、ナイロンチューブ
シリンダーエアインレット取り付け金具 5/32 インチ (4 mm) 外径、ナイロンチューブ
液体インレット取り付け金具 1/4-18 npsm(m)
構成部品の材料

接液部部品
ステンレス鋼、ナイロン、アセタール、超高分子重量ポリエチレ
ン、フルオロエラストマー、PEEK、タングステンカーバイド、ポ
リエチレン

カリフォルニア州居住者

警告 発がんおよび生殖への悪影響 – www.P65warnings.ca.gov.
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Graco Pro Xp の保証
Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載された、Graco が製造し、かつ Graco の社名
を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないことを保証します。Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除
き、販売日時から起算して 12 か月間、Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換いたします。但し、バレル、ガン本体、
引き金、フック、内部電源、およびオルタネーター（タービンベアリングを除く）の一切の不備は、販売日から 36ヶ月間で修理もしくは交換
するものとする。本保証は、Graco の明示の推奨に従って、装置が設置、操作、および保守されている場合にのみ有効です。

誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切なメンテナンス、過失、事故、改ざん、または Graco 製でない構成部品の代用が原因で
発生した一般的な摩耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本保証の範囲外であり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、
Graco の装置と Graco によって提供されていない機構、アクセサリー、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供されていな
い機構、アクセサリー、装置、または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作またはメンテナンスが原因で発生した誤動作、損傷、または
摩耗については、Graco は一切責任を負わないものとします。

本品質保証は、Graco 販売代理店に、主張された欠陥を確認するために、欠陥があると主張された装置が前払いで返却された時点で、条件が適
用されます。主張された欠陥が確認された場合、Graco は全ての欠陥部品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接お買
い上げいただけたお客様に返却されます。装置の検査により材料または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理は妥当な料金で行
われます。料金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。

本保証は唯一のものであり、明示的、黙示的を問わず、商品性の保証、または特定用途への適合性の保証など、その他の保証に代わるもので
す。

保証違反の場合の Graco のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。購入者は、他の補償（利益の損失、売上の損
失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるも
のではない）は得られないものであることに同意します。保証違反に関連するいかなる行為は、販売日時から起算して 2 年以内に提起する必
要があります。

Graco によって販売されているが、製造されていないアクセサリー、装置、材料、または部品に関しては、Graco は保証を負わず、特定目的
に対する商用性および適合性のすべての黙示保証は免責されるものとします。販売されているが Graco によって製造されていないアイテム (
電動モーター、スイッチ、ホースなど ) がある場合、それらのメーカーの保証の対象となります。Graco 社は、これらの保証違反に関する何ら
かの主張を行う際は、合理的な支援を購入者に提供いたします。

いかなる場合でも、Graco は Graco 社の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販売される商品から生じる間接的、
偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、保証違反、Graco の過失、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないも
のとします。

Graco に関する情報
Graco 製品についての最新情報については、 www.graco.com をご覧ください。

特許についての情報入手先 : www.graco.com/patents

ご注文は、Graco 社販売代理店までお問い合わせになるか、または最寄りの販売代理店にお電話の上ご確認くだ
さい。
電話 : 612-623-6921 または無料通話 : 1-800-328-0211 Fax: 612–378–3505

http://www.graco.com
www.graco.com/patents
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